
PTA
あきた

秋 田
県 P T A 連 合 会

No.1492024.3.1
【発　行】秋田県PTA連合会　
【事務局】秋田市山王中島町1番1号　秋田県生涯学習センター内
TEL（018）864-8975　FAX（018）824-7935　
E-mail :info@pta-akita.com    
http://www.pta-akita.com

PTAあきた（１）（12）PTAあきた

令和５年度
ふれあい
事業報告

令和５年度
ふれあい
事業報告

令和５年度
ふれあい
事業報告
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～未来を拓く子どもたちのために、今できること～

秋田市立
下北手中学校

①昭和22年５月１日
②８名　　③小林　豊

推薦
作詞
作曲

古　田　重二良
本　郷　　　隆
佐　藤　長太郎

一  西にひろがる　白き海
  　潮騒遠く　去りゆけば
  　咲きいずる花　春の風
  　緑が丘に　満ち満ちぬ
  　いざ吾等　みずみずし若人達よ
  　大空の希望を
  　すずやかのこの胸に湛えよ
二  緑の風は　野に山に
  　積乱雲は　高く舞い
  　代赭の肌え　誇る子等
  　緑が丘に　集い来る
  　いざ吾等　すくよかの若人達よ
  　新しき世界を
  　たくましき　この腕にかかげよ
三  太平山は　白雪に
  　地には　波うつ黄金色
  　水澄む　郷の下北手
  　緑が丘に　栄えあれ
  　いざ吾等　ほがらかの若人達よ
  　たわわなる稔りを
  　よろこびのこの背に歩めよ

北秋田市立
前田小学校

①明治８年３月13日
②28名　　③織山　英行

作詞：髙橋 政和　作曲：成田 為三

■第72回日本PTA全国研究大会 川崎大会
大会スローガン：

開催日：令和6年8月23日（金）～24日（土）
会　場：川崎市とどろきアリーナ

　令和６年度もPTA行事やPTA内の活動グループが主催する子ど
もを含めた事業に、予算内で上限５万円の助成を行います。応募要
項は、秋田県PTA連合会ホームページのお知らせをご覧下さい。

　PTAの保険は、学校管理課外のケガや登下校中のケガ、PTA
行事でのケガ、賠償事故の補償をしています。令和６年度の補償
内容・加入要項を3月に各学校へお送りいたします。新年度のご加
入をよろしくお願いいたします。

■第50回秋田県PTA研究大会 男鹿大会
開催日：令和6年10月5日（土）予定
会　場：未定

ウェルビーイングの実現を、川崎の地から
～活かそう｢縁｣の力～

■第56回日本PTA東北ブロック研究大会 東青大会
大会スローガン：

開催日：令和6年9月7日（土）～8日（日）
会　場：リンクステーションホール青森（青森市文化会館）ほか
※会場対面、オンラインのハイブリッド開催の予定です。

｢子どもを感動させろ、子どもを感動させるにはおまえ自身
 が感動しなきゃいかん。そのためには学びをとめるな｡｣
～すべては子どもたちの笑顔のために～

令和６年度 ＰＴＡ研究大会のお知らせＰＴＡ研究大会のお知らせ 令和６年度
「みんなで育てる 秋田ふれあい事業」の募集について「みんなで育てる 秋田ふれあい事業」の募集について

令和６年度
「みんなで育てる 秋田ふれあい事業」の募集について「みんなで育てる 秋田ふれあい事業」の募集について

ＰＴＡ安全互助事業

今年度をもってPTA活動の
区切り（閉校）となる学校があります。

１ 窓にそびゆる 前田富士
　 軒端流るる 阿仁川や
　 山うるわしく 水澄みて
　 わが学び舎の 気高さよ

３ あゝ 冬の日の ろのほだ火
　 あゝ 夏の日の 冷風や
　 昼夜ここに 集い来て
　 わが学び舎の 楽しさよ

５ 清き風をば 胸に吸い
　 強きからだを 鍛えつつ
　 神のまなごぞ 育つなる
　 わが学び舎の 厳しさよ

２ 春はかすみの 中をぬい
　 秋はさぎりの 道をふみ
　 朝な夕なに いでいりて
　 わが学び舎の 懐しさ

４ われらが学ぶ その心
　 われらが歌う そのひびき
　 みな山川に ならいきて
　 わが学び舎の 悦しさ

①創立年月日
②児童・生徒数
③PTA会長名
　校歌

御田交流事業

美郷町立
千畑小学校
美郷町立
千畑小学校

東小学校PTA
カヌー体験会

秋田市立
東小学校
秋田市立
東小学校

メモリアルページメモリアルページ

北秋田市立
義務教育学校
阿仁学園

北秋田市立
義務教育学校
阿仁学園

秋田の冬を楽しもう！
～樹氷鑑賞＆スキー体験～
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第49回秋田県PTA研究大会

能代山本大会
第49回秋田県PTA研究大会

能代山本大会

　令和５年10月29日（日）能代市文化会館を会場に「第49回秋田県ＰＴＡ研究大会能代山本大会」が行われました。
　開会行事では三行詩コンクール受賞者の方への表彰式も同時に行われました。受賞されました皆様、誠におめでとう
ございました。記念講演ではレモンさん（山本シュウ氏）をお迎えし、「We are シンセキ！つながろう秋田！」と題し、笑
いあり、涙あり、感動ありのとても元気をもらった大会でした。子どもたちが、これから向かう新しい時代に向けて生活
や学習も変わってきました。隣で歩む大人もまた日々学ばなければいけません。「昭和のチップを令和のチップへアップ
デート」をしましょう！そしてこれからは「生き抜く力」とともに「生き合う力」が大事と子どもたちへのメッセージもあり
ました。子どもとともに学び、子どもとともに前に進んでいかなければと改めて考えさせられた講演でした。
　主管された能代市山本郡ＰＴＡ連合会の皆様、ありがとうございました。

第71回日本ＰＴＡ全国研究大会

広島大会
第71回日本ＰＴＡ全国研究大会

広島大会
大会
主題

大会
案内

「みんなの笑顔輝く
　楽しいPTA活動を目指して
　～ We are シンセキ！
　　　　つながろう秋田！～」
期日／令和５年10月29日（日）
会場／能代市文化会館

大会
主題

大会
案内

「変化の時代に向け、ＰＴＡ自身が学びの変革を！
　～見つけ 考え かわろうや ぶち楽しいで！！～ 広島から全国へ」
期日／令和５年８月25日（金）～ 26日（土）
会場／広島県立総合体育館（広島グリーンアリーナ）ほか

秋田市立桜小学校PTA　会長　桑　原　智　子
広島大会に参加して

大会
主題

大会
案内

「東北一心　新たな時代へ　一期一笑
　～未来を切り開け！ 持続可能な地域づくり・ＰＴＡづくり～」
期日／令和５年１０月１４日（土）～１５日（日）
会場／富谷スポーツセンター ほか

　令和５年10月14日、宮城県富谷市を中心に第55回日本PTA東北ブロック研究大会富谷黒川大会が開催され、私は第２分科会にパネリス
トとして参加させていただきました。第２分科会【教育環境】は「地域・家庭との連携」を分科会テーマとし、富谷市前教育長、菅原義一氏か
ら基調講演をいただき、その後菅原氏を交えてのパネルディスカッションという構成でした。
　基調講演は昔話「おおきなかぶ」に学ぶ「三方よしの学校」というテーマで、学んでよし（子ども）・教えてよし（教師）・世間よし（家庭、地
域）の三方が①目標を明確にする、②ベクトル(力と方向)を合わせる、③互いに共有し協働の学びあいを実現するためにはどのようにしていけ
ばよいか、この三点を「おおきなかぶ」を通してわかりやすくご講演いただきました。
　パネルディスカッションは講演の内容を踏まえ、コーディネーターの村上裕子さんの進行で岩手県の菅原淳さん、宮城県の尾坪博史さん、
私の三名のパネリストが自身の地域における現状と課題、実践内容などを発表しました。それぞれ地域ならではの話、また逆に同じような課
題や悩みなどもあったりと大変有意義な意見交換となりました。
　パネリストという大役をいただき、はじめはどうなることかと若干の不安もありましたが、素晴らしい第２分科会の心強い仲間と出会えた
ことに心から感謝しております。また、東北各県から参加いただいたPTA会員の皆さんのマスクが外れた状態でのリアルな反応のある分科会
をできたことが本当に良かったと感じました。開催までにご尽力いただいた実行委員会の皆さん、また当日会場での各担当の皆さんには大
変お世話になりました。ありがとうございました。そしてパネリストとして推薦いただいた秋田県PTA連合会の皆様、東北ブロック大会関係
各位の皆様に心より感謝申し上げます。
　今回の貴重な経験を糧に改めてPTAの役割を考え、何よりも地域の子どもたちに寄り添ったPTA活動に邁進していきたいと思います。

第２分科会パネリスト　髙　橋　賢　史

第55回日本ＰＴＡ東北ブロック研究大会

富谷黒川大会
第55回日本ＰＴＡ東北ブロック研究大会

富谷黒川大会

　PTA執行部8年目となり、会長として4年目最後の職務となる記念として広島大会へ参加しました。１日目の分科会は第３分科会
「学校教育と地域の連携をどう進めていくか～子供の成長を地域と共に～」に参加させていただきました。基調講演者の山川先生は
広島修道大学の教授であり、大学の授業さながらの分かりやすいＰＴＡのあり方を分析した講演をされました。そして地元企業経営
者で広島県府中市コミュニティ・スクール連絡協議会会長でもある立石さんが実践発表をされ、自分がPTA役員だった頃から現在も
地域貢献している内容をされました。中でも立石さんは「自分は子どもたちの未来へ投資しているんだ」と強くおっしゃっており、私
自身にストンと心に落ちてきた言葉でもありました。長女が小学2年生の時からPTA副会長を引き受け、「よくやるよね」など周りから
言われることが多々ありました。自身でもNPO活動を10年続けていることもあり、子ども達のために当然だと思っていたことが「他
人の目」がこんなにも萎縮してしまうものなのだと悩んでいました。ですが、立石さんの「未来への投資」という言葉はこれまでの活
動に意味があり、揺るぎない物の一つとして確信した言葉でもありました。PTAは面倒ということが表立ってしまいますが、PTA活動
が子どもたちにどんな影響を与えているのかということ、そして全国に同じような志を持った仲間が沢山いることを伝えていくのが私
の使命だと思っております。

清水会長挨拶清水会長挨拶

開会行事開会行事

秋田県教育庁 中田生涯学習課長祝辞秋田県教育庁 中田生涯学習課長祝辞

三行詩コンクール表彰　由利小学校１年　三浦湊人さん三行詩コンクール表彰　由利小学校１年　三浦湊人さん

記念講演 レモンさん記念講演 レモンさん

寄り添うこと、学びあうこと
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第49回秋田県PTA研究大会

能代山本大会
第49回秋田県PTA研究大会

能代山本大会

　令和５年10月29日（日）能代市文化会館を会場に「第49回秋田県ＰＴＡ研究大会能代山本大会」が行われました。
　開会行事では三行詩コンクール受賞者の方への表彰式も同時に行われました。受賞されました皆様、誠におめでとう
ございました。記念講演ではレモンさん（山本シュウ氏）をお迎えし、「We are シンセキ！つながろう秋田！」と題し、笑
いあり、涙あり、感動ありのとても元気をもらった大会でした。子どもたちが、これから向かう新しい時代に向けて生活
や学習も変わってきました。隣で歩む大人もまた日々学ばなければいけません。「昭和のチップを令和のチップへアップ
デート」をしましょう！そしてこれからは「生き抜く力」とともに「生き合う力」が大事と子どもたちへのメッセージもあり
ました。子どもとともに学び、子どもとともに前に進んでいかなければと改めて考えさせられた講演でした。
　主管された能代市山本郡ＰＴＡ連合会の皆様、ありがとうございました。

第71回日本ＰＴＡ全国研究大会

広島大会
第71回日本ＰＴＡ全国研究大会

広島大会
大会
主題

大会
案内

「みんなの笑顔輝く
　楽しいPTA活動を目指して
　～ We are シンセキ！
　　　　つながろう秋田！～」
期日／令和５年10月29日（日）
会場／能代市文化会館

大会
主題

大会
案内

「変化の時代に向け、ＰＴＡ自身が学びの変革を！
　～見つけ 考え かわろうや ぶち楽しいで！！～ 広島から全国へ」
期日／令和５年８月25日（金）～ 26日（土）
会場／広島県立総合体育館（広島グリーンアリーナ）ほか

秋田市立桜小学校PTA　会長　桑　原　智　子
広島大会に参加して

大会
主題

大会
案内

「東北一心　新たな時代へ　一期一笑
　～未来を切り開け！ 持続可能な地域づくり・ＰＴＡづくり～」
期日／令和５年１０月１４日（土）～１５日（日）
会場／富谷スポーツセンター ほか

　令和５年10月14日、宮城県富谷市を中心に第55回日本PTA東北ブロック研究大会富谷黒川大会が開催され、私は第２分科会にパネリス
トとして参加させていただきました。第２分科会【教育環境】は「地域・家庭との連携」を分科会テーマとし、富谷市前教育長、菅原義一氏か
ら基調講演をいただき、その後菅原氏を交えてのパネルディスカッションという構成でした。
　基調講演は昔話「おおきなかぶ」に学ぶ「三方よしの学校」というテーマで、学んでよし（子ども）・教えてよし（教師）・世間よし（家庭、地
域）の三方が①目標を明確にする、②ベクトル(力と方向)を合わせる、③互いに共有し協働の学びあいを実現するためにはどのようにしていけ
ばよいか、この三点を「おおきなかぶ」を通してわかりやすくご講演いただきました。
　パネルディスカッションは講演の内容を踏まえ、コーディネーターの村上裕子さんの進行で岩手県の菅原淳さん、宮城県の尾坪博史さん、
私の三名のパネリストが自身の地域における現状と課題、実践内容などを発表しました。それぞれ地域ならではの話、また逆に同じような課
題や悩みなどもあったりと大変有意義な意見交換となりました。
　パネリストという大役をいただき、はじめはどうなることかと若干の不安もありましたが、素晴らしい第２分科会の心強い仲間と出会えた
ことに心から感謝しております。また、東北各県から参加いただいたPTA会員の皆さんのマスクが外れた状態でのリアルな反応のある分科会
をできたことが本当に良かったと感じました。開催までにご尽力いただいた実行委員会の皆さん、また当日会場での各担当の皆さんには大
変お世話になりました。ありがとうございました。そしてパネリストとして推薦いただいた秋田県PTA連合会の皆様、東北ブロック大会関係
各位の皆様に心より感謝申し上げます。
　今回の貴重な経験を糧に改めてPTAの役割を考え、何よりも地域の子どもたちに寄り添ったPTA活動に邁進していきたいと思います。

第２分科会パネリスト　髙　橋　賢　史

第55回日本ＰＴＡ東北ブロック研究大会

富谷黒川大会
第55回日本ＰＴＡ東北ブロック研究大会

富谷黒川大会

　PTA執行部8年目となり、会長として4年目最後の職務となる記念として広島大会へ参加しました。１日目の分科会は第３分科会
「学校教育と地域の連携をどう進めていくか～子供の成長を地域と共に～」に参加させていただきました。基調講演者の山川先生は
広島修道大学の教授であり、大学の授業さながらの分かりやすいＰＴＡのあり方を分析した講演をされました。そして地元企業経営
者で広島県府中市コミュニティ・スクール連絡協議会会長でもある立石さんが実践発表をされ、自分がPTA役員だった頃から現在も
地域貢献している内容をされました。中でも立石さんは「自分は子どもたちの未来へ投資しているんだ」と強くおっしゃっており、私
自身にストンと心に落ちてきた言葉でもありました。長女が小学2年生の時からPTA副会長を引き受け、「よくやるよね」など周りから
言われることが多々ありました。自身でもNPO活動を10年続けていることもあり、子ども達のために当然だと思っていたことが「他
人の目」がこんなにも萎縮してしまうものなのだと悩んでいました。ですが、立石さんの「未来への投資」という言葉はこれまでの活
動に意味があり、揺るぎない物の一つとして確信した言葉でもありました。PTAは面倒ということが表立ってしまいますが、PTA活動
が子どもたちにどんな影響を与えているのかということ、そして全国に同じような志を持った仲間が沢山いることを伝えていくのが私
の使命だと思っております。

清水会長挨拶清水会長挨拶

開会行事開会行事

秋田県教育庁 中田生涯学習課長祝辞秋田県教育庁 中田生涯学習課長祝辞

三行詩コンクール表彰　由利小学校１年　三浦湊人さん三行詩コンクール表彰　由利小学校１年　三浦湊人さん

記念講演 レモンさん記念講演 レモンさん

寄り添うこと、学びあうこと



（４）PTAあきた PTAあきた（５）

　令和６年１月２３日（火）、秋田県教育委員会 安田浩幸教育長を
はじめ、中田善英生涯学習課長のほか各課関係職員の方々からご
出席いただき「令和５年度教育懇談会」を開催いたしました。安田
県教育長からは、秋田県が目指す“「問い」を発する子ども”の育
成やＩＣＴを活用した教育の充実を図り、子ども一人一人の成長を
支えていくとご挨拶をいただきました。今ある現状や課題について
の質問事項には、各課より丁寧にご説明をいただき、活発な意見
交換が行われました。その概要を報告します。

【不登校対応及びいじめ対策について】
　県内の不登校児童生徒数が過去最多になったことを新聞・
ニュース等の報道で耳にしました。昨年度の教育懇談会において、
不登校対応について質問をしたところ、県教育委員会では教育相
談体制の充実等を図り、未然防止や早期発見、早期対応を行って
いるという回答がありました。そこで、県内の不登校児童生徒数の
現状や学校現場と連携してどのような対応をしているのか、また、
特に不登校が長期化している児童生徒に対応していることがあれ
ば教えてください。それに関連して「いじめ防止対策推進法」が策
定されてから10年が経ちますが、全国各地では深刻ないじめが後
を絶ちません。新聞・ニュース等の報道では、不登校同様に県内の
学校で確認されたいじめの認知件数は増加傾向にあり、深刻ない
じめが疑われる重大事態もあったことを耳にしました。いじめ防止
に向けて、県教育委員会では各学校にどのような働き掛けを行っ
ているのでしょうか。併せて教えてください。

〈回答〉
　不登校対応に関する質問について、お答えします。
　文部科学省が実施した「令和４年度児童生徒の問題行動・不登
校等生徒指導上の諸課題に関する調査」によると、本県の公立小・
中学校の不登校児童生徒数は小学校が476人、中学校が1,068
人、合計1,544人で、令和３年度よりも220人増加しています。校
種別では、小学校が111人、中学校は109人増加しました。
　1,000人当たりの不登校児童生徒数（国公私立小・中学校）は、
小学校が12.6人（全国17.0人）、中学校が50.5人（全国59.8人）、
平均26.3人（全国31.7人）であり、小･中学校平均では47都道府県
中、少ない方から数えて６番目という状況でした。
　不登校児童生徒数が増加している背景として、保護者の意識が
多様化したことや、新型コロナウイルス感染症の影響による生活
環境の変化で、生活リズムが乱れやすい状況にあったこと、学校生
活において様々な制限がある中で交友関係を築くことが難しかっ
たこと、登校する意欲が湧きにくい状況にあったことなど様々な要
因が考えられます。
　県教育委員会では、各学校と連携し、教職員による居場所づくり
や児童生徒が主体となった絆づくり等、「魅力ある学校づくり」に向
けた取組を推進することで、引き続き未然防止に努めていきます。
　また、不登校の長期化への対応としては、スクールカウンセラー
やスクールソーシャルワーカー等、心理や福祉の専門家と連携して、
教室に入ることのできない児童生徒に校内教育支援センター等で
の学びを促すなど、学校復帰に止まらず、社会的自立に向けた支援
を行っています。
　続いて、いじめ対策に関する質問について、お答えします。
　県教育委員会では、いじめの防止等に関係する機関及び団体が
一堂に会する「秋田県いじめ問題対策連絡協議会」を毎年開催し、
いじめ問題に関する総合的な取組について協議しています。また、
いじめの防止等に向けたリーフレットを作成して各学校に配付し、
活用を促してきました。
　各学校においては、定期的なアンケートや教育相談の実施によ
るいじめの早期発見や実態把握を行うとともに、様々な機会を捉
えて、いじめに関わる問題を積極的に取り上げ、いじめを許容しな
い学校風土の醸成に努めているところです。
　県教育委員会としても、引き続き、日常の観察や教育相談体制の
充実等によりいじめを積極的に認知し、個々の児童生徒の状況に
応じた適切な指導・支援に努めるよう、市町村教育委員会を通じて、
各学校に働き掛けていきたいと考えています。  

（回答者：県教育庁義務教育課　指導チーム　髙橋　浩）

【タブレット端末の家庭への持ち帰り、ネット
トラブルについて】
　ＧＩＧＡスクール構想により、授業参観等で子どもたちがタブ
レット端末を使って学習している様子をみて、大変うれしく思って
おります。県内の学校におけるタブレット端末の授業等における
活用状況や家庭への持ち帰り状況について教えてください。また、
子どもたちのインターネットの利用状況やネットトラブルから子ど
もたちを守るために保護者としてどのようにサポートしていけばよ
いか、アドバイスをお願いします。

〈回答〉
　タブレット端末の家庭への持ち帰り等に関する質問について、
お答えします。
　授業におけるＩＣＴ機器の活用状況は年々増加しており、令和５
年度全国学力・学習状況調査の学校質問紙では、ほぼ全ての学校
において週１回以上活用されているという結果でした。全県の約
半数の学校では、ほぼ毎日使用されています。
　例えば、学習の見通しをもつ場面で、先生が電子黒板や子どもた
ちのタブレット端末に画像や動画を提示し、視覚的に分かりやすく
伝えたり、授業の中で、運動や演奏などの活動の様子を子どもたち
自身がタブレット端末で記録・再生して練習することで技術を向上
させたり、学習支援ソフトを活用して互いの意見や考えを共有し、
タブレット端末の画面に書き込みを加えながらグループで話し
合ったりするなど、各学校の実態に応じながらＩＣＴ機器が効果的
に活用され、子どもの学びを広げたり深めたりするのに役立てら
れています。
　ＩＣＴ機器の家庭への持ち帰りについて、実施している学校の割
合は年々増加しており、令和５年度全国学力・学習状況調査の学校
質問紙では、「毎日」「時々」を含め、持ち帰らせて利用させている合
計の割合が、小学校で45.1％（全国81.3％）、中学校で42.0％（全
国76.9％）という結果でした。なお、令和５年度全国学力・学習状
況調査の児童生徒質問紙で「学校の授業時間以外に、普段（月曜日
から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、ＰＣ・タブレットなどの
ＩＣＴ機器を、勉強のために使っているか（遊びなどの目的に使う時
間は除く）」という質問において、全く使っていない児童生徒よりも
１時間未満使用している児童生徒の方が、教科調査の正答率が高
いという、興味深い全国のデータが示されています。
　ＩＣＴ機器を家庭に持ち帰って活用することで、時間的・空間的
な制約を超えた学びや創造的な学びを広げることができます。一
方で、家庭でＩＣＴ機器を使う際には、使い方や使う時間などにつ
いて子どもと一緒に考える必要があります。家庭においても子ども
がＩＣＴ機器を適切に使うことができるようにするために、今後も
保護者の御理解と御協力をお願いします。

（回答者：県教育庁義務教育課
　　　　学力向上・教育情報化推進チーム　長門　亮）

　ネットトラブルに関する質問について、お答えします。
　県教育庁義務教育課で行っている「スマートフォン等、インター
ネット利用実態調査」の調査結果によりますと、自分専用のスマー
トフォン、携帯電話、通信機器付き端末の所持率は小４～中３で
89.3％となっており、特にスマートフォンの所持率は、中学校への
進学のタイミングで急激に増加しています。また、県教育庁生涯学
習課では、県内児童生徒のインターネット上の利用行動を把握し、
不適切な投稿を検知した際には、その投稿の削除を支援したり投
稿に対する相談を受けたりする「ネットパトロール」を実施してお
りますが、不適切な投稿については、令和５年12月末現在で537
件となっています。
　ネットトラブルや被害にあった際には、信頼できる身近な大人へ
の早めの相談が大切になります。子どもたちには、保護者は「最後
まで味方である」こと、先生は「家庭で相談できないことを話せる
存在である」ことを繰り返し伝えるとともに、日頃から子どもとコ
ミュニケーションをとり、使っているＳＮＳや相手など利用につい
て把握することが大切になります。
　また、子どもたちがネットトラブルの被害者や加害者にならない
ために大切なこととして、子どもたち自身が情報社会で適正な活
動を行うための基になる考え方と態度、いわゆる情報モラルを身
に付けることが必要になります。そこで、県教育庁生涯学習課では、
学校における情報モラル教育を支援するために、リーフレット「イ
ンターネットを安全に使うために知っておくべき四つのポイント」
を作成し、学校の教育活動やＰＴＡの研修等での基礎資料として
活用できるよう支援しています。
　インターネットやスマートフォンは、安全に正しく使うことができ
ればとても役立つ便利なものです。しかしながら、事件や犯罪に巻
き込まれるきっかけになったり、誹謗中傷やいじめの温床になって
しまったりするなど、残念な事実もあります。また、子どもたちが被
害を受けるだけではなく、加害者になってしまうケースも生じてい
ます。これからのデジタル社会を生きていく子どもたちを被害者・
加害者にしないためにも、インターネット、スマートフォンをはじめ
とするデジタル機器、ＳＮＳなどのコミュニケーションツールを「賢
く活用する知識・知恵」「ルールを守って使える健全な心」「安全に
利用するための危機管理意識」を育むことが大切になります。
　県教育委員会としては、児童生徒のインターネットの健全な利
用について指導・啓発を継続してまいります。各学校や各家庭にお
いても、引き続き指導や見守りをよろしくお願いします。

（回答者：県教育庁生涯学習課
　　　　社会教育・読書推進チーム　阿部　光教）

【新しい高校入試制度について】
　県内公立高校の入試制度が、令和５年度入試から大きく変わり
ました。昨年３月に新しい高校入試制度を実施し、県教育委員会に
も様々な意見が寄せられていることと思います。そこで、新しい高
校入試制度を導入した目的や子どもたちにとってのメリットを教
えてください。さらに、今後の課題等があれば教えてください。

〈回答〉
　始めに、入試制度改正の経緯を含めて、新しい入試制度の目的及
びそのメリットについてお答えします。
　従来の入試制度においては、前期選抜では３教科（国語、数学、英
語）の学力検査、一般選抜では５教科（国語、社会、数学、理科、英
語）の学力検査を課し、どちらの選抜の学力検査においても、思考
力、判断力、表現力等を適切に測るように努めてきました。また、前
期選抜では、受検者を多面的に評価し、多様な個性をもつ生徒を高
等学校に受け入れることで、特色ある高等学校づくりや教育活動
の充実を図ってきました。しかし、その一方で前期選抜と一般選抜
で学力検査の教科数に違いがあることや検査問題が異なること、
前期選抜の出願者の中には２教科（社会、理科）の学習が疎かにな
る傾向が見られることなど、中学校、高等学校における学力の保障
の観点からの課題が挙げられていました。
　このような課題を踏まえて改正された、新しい入試制度におけ
る受検者のメリットとしては、次の３点が挙げられます。
　１点目は、全ての受検者に共通する学力検査を課すことで、中学
校の学びの成果をまとめ、高等学校の学びへの円滑な接続を図る
ことができ、中学校、高等学校の学習を通して、社会で求められる
資質・能力が適切に育成されることです。

　２点目は、調査書の「各教科の学習の記録」について、従来の入試
制度では中学３年次の評定を基に算出される調整評定値が用いら
れていましたが、中学３年間の評定を基に算出することで、義務教
育段階での学びの成果が適切に評価されることです。
　３点目は、「特色選抜」を設け、従来の前期選抜の趣旨を踏まえ
た上で、各高等学校における求める生徒像をこれまで以上に具体
的に示すことにより、高校生活の中で自己の能力を伸長しようと
する生徒が幅広く志願できることです。
　また、従来の入試制度では、通学区制を廃止し全県一区とするこ
とで、受検者の進路選択の拡大を図るとともに、前期選抜、一般選
抜及び２次募集からなる複数の受検機会を設け、様々な観点や規
準から受検者の資質・能力を評価することにより、受検者の主体的
な進路選択を促してきました。
　一方で、最大で３回の選抜を実施することが入試業務の長期化
を招き、中学校、高等学校の双方において在校生への指導が不十
分になりがちであることなど、教育活動への影響が指摘されてい
ました。また、前期選抜後の中学校での指導については、前期選抜
の合格者の学習意欲の維持が難しいことや、前期選抜の合格者と
不合格者、一般選抜受検者が同じ教室で学習することによる指導
の難しさなども課題として挙げられていました。これらの課題の解
決に向けて、これまでの入学者選抜での成果を踏まえつつ、従来の
前期選抜の趣旨を継承する特色選抜と一般選抜を３月上旬の同
一日に新たに「１次募集」として実施することとしました。
　今後の課題としては、新しい入試制度の導入２年目であること
から、関係各所からの御意見等を聞きながら、適切かつ最善な入
学者選抜であるか、引き続き検討していきたいと考えています。

（回答者：県教育庁高校教育課　指導チーム　伊藤　淳）

【部活動の地域移行について】
　昨年度の教育懇談会において、部活動の地域移行について質問
したところ、令和５年度から令和７年度までを「改革推進期間」とし
て地域移行を目指すという回答がありました。そこで、令和５年度
の地域移行に向けた取組状況について教えてください。また、今後
の地域移行の見通しについても教えてください。

〈回答〉
　運動部活動の地域移行について、お答えします。
　国が示した地域移行改革推進期間の初年度となる今年度は、昨
年度の実践研究を実施した羽後町、大館市に能代市が加わり県内
のモデル地域として実証事業が進められています。県では、秋田県
中学校部活動地域移行推進事業連絡会・連絡協議会を開催し、有
識者や関係機関等と連携して、新たなスポーツ環境の整備に向け
た方策等を協議・検討しました。
　８月には令和７年度までに県内全ての市町村で少なくとも一つ
の部活動を地域に移行するなどの目標を盛り込んだ推進計画を
策定しました。また、県総括コーディネーターを委嘱し、地域の体
制整備に向けた個別相談や助言にあたっています。
　10月には市町村との情報交換会を開催し、実証事業モデル地域
の取組や県総括コーディネーターの先進地域視察報告等について、
情報提供・共有しました。
　２月には成果報告会を開催し、実証事業に取り組んだ地域から
成果と課題を発表してもらい、実証で得られた知見を県内の他市
町村と共有し連携を図りながら支援していく予定です。
　また、今年度末までには、運動部活動指導者登録システムの構
築と学校部活動及び地域クラブ活動の指導や運営に関するガイド
ラインの策定を行うこととしています。
　令和６年度は、国の実証事業を活用して、県内における拠点モデ
ル地域を拡充し、広域的な連携による取組も含めた実証事業の展
開を図っていきます。
　今後、少子高齢化が急速に進展する本県では、競技や分野によっ
ては指導者だけでなく、参加生徒も確保できない状況が懸念され
るため、市町村を越えた一定圏域での連携による環境整備が必要
となります。地域の実情から様々な課題が想定されますが、モデル
地域の実証から得られた知見を広め、県と市町村及び関係団体が
連携・協働を深めながら、できるところから取組を進め徐々に拡大
していきたいと考えています。
　子どもたちのみならず、地域の誰もが身近でスポーツ・文化芸術
活動に継続して親しむことができる環境づくりが重要になります。

単に学校部活動の地域移行自体を目的化するのではなく、部活動
の意義を継承しつつ、子どもたちを含めた地域住民全体を見据え
た新たなスポーツ・文化芸術環境を構築していく必要があるため、
地域の皆様の御理解と御協力をお願いいたします。

（回答者：県教育庁保健体育課
　　　　学校体育・部活動チーム　斎藤　淳一）

　文化部活動の地域移行についての方向性は運動部活動と変わり
ません。
　令和５年度は、大館市と大仙市が「文化部活動地域移行等推進
事業」に取り組み、その成果の普及を他の市町村にも図ってきまし
た。また、知事部局及び教育庁内の関係課、秋田県芸術文化協会、
秋田県吹奏楽連盟、秋田県合唱連盟の関係者による「文化部活動
地域移行に係る連絡協議会」を２回開催し、国の動向や本県での
先進的な事例、各協会・連盟の状況等について情報交換及び協議
を行いました。
　県の推進計画が策定されたことを受け、次年度は市町村におけ
る部活動の地域移行に向けた動きは、更に加速していくものと捉
えています。県教育委員会としても、引き続き、各市町村が実情に
応じた取組を円滑に進めていくことができるよう支援していきた
いと考えています。

教 育

懇 談 会



（４）PTAあきた PTAあきた（５）

　令和６年１月２３日（火）、秋田県教育委員会 安田浩幸教育長を
はじめ、中田善英生涯学習課長のほか各課関係職員の方々からご
出席いただき「令和５年度教育懇談会」を開催いたしました。安田
県教育長からは、秋田県が目指す“「問い」を発する子ども”の育
成やＩＣＴを活用した教育の充実を図り、子ども一人一人の成長を
支えていくとご挨拶をいただきました。今ある現状や課題について
の質問事項には、各課より丁寧にご説明をいただき、活発な意見
交換が行われました。その概要を報告します。

【不登校対応及びいじめ対策について】
　県内の不登校児童生徒数が過去最多になったことを新聞・
ニュース等の報道で耳にしました。昨年度の教育懇談会において、
不登校対応について質問をしたところ、県教育委員会では教育相
談体制の充実等を図り、未然防止や早期発見、早期対応を行って
いるという回答がありました。そこで、県内の不登校児童生徒数の
現状や学校現場と連携してどのような対応をしているのか、また、
特に不登校が長期化している児童生徒に対応していることがあれ
ば教えてください。それに関連して「いじめ防止対策推進法」が策
定されてから10年が経ちますが、全国各地では深刻ないじめが後
を絶ちません。新聞・ニュース等の報道では、不登校同様に県内の
学校で確認されたいじめの認知件数は増加傾向にあり、深刻ない
じめが疑われる重大事態もあったことを耳にしました。いじめ防止
に向けて、県教育委員会では各学校にどのような働き掛けを行っ
ているのでしょうか。併せて教えてください。

〈回答〉
　不登校対応に関する質問について、お答えします。
　文部科学省が実施した「令和４年度児童生徒の問題行動・不登
校等生徒指導上の諸課題に関する調査」によると、本県の公立小・
中学校の不登校児童生徒数は小学校が476人、中学校が1,068
人、合計1,544人で、令和３年度よりも220人増加しています。校
種別では、小学校が111人、中学校は109人増加しました。
　1,000人当たりの不登校児童生徒数（国公私立小・中学校）は、
小学校が12.6人（全国17.0人）、中学校が50.5人（全国59.8人）、
平均26.3人（全国31.7人）であり、小･中学校平均では47都道府県
中、少ない方から数えて６番目という状況でした。
　不登校児童生徒数が増加している背景として、保護者の意識が
多様化したことや、新型コロナウイルス感染症の影響による生活
環境の変化で、生活リズムが乱れやすい状況にあったこと、学校生
活において様々な制限がある中で交友関係を築くことが難しかっ
たこと、登校する意欲が湧きにくい状況にあったことなど様々な要
因が考えられます。
　県教育委員会では、各学校と連携し、教職員による居場所づくり
や児童生徒が主体となった絆づくり等、「魅力ある学校づくり」に向
けた取組を推進することで、引き続き未然防止に努めていきます。
　また、不登校の長期化への対応としては、スクールカウンセラー
やスクールソーシャルワーカー等、心理や福祉の専門家と連携して、
教室に入ることのできない児童生徒に校内教育支援センター等で
の学びを促すなど、学校復帰に止まらず、社会的自立に向けた支援
を行っています。
　続いて、いじめ対策に関する質問について、お答えします。
　県教育委員会では、いじめの防止等に関係する機関及び団体が
一堂に会する「秋田県いじめ問題対策連絡協議会」を毎年開催し、
いじめ問題に関する総合的な取組について協議しています。また、
いじめの防止等に向けたリーフレットを作成して各学校に配付し、
活用を促してきました。
　各学校においては、定期的なアンケートや教育相談の実施によ
るいじめの早期発見や実態把握を行うとともに、様々な機会を捉
えて、いじめに関わる問題を積極的に取り上げ、いじめを許容しな
い学校風土の醸成に努めているところです。
　県教育委員会としても、引き続き、日常の観察や教育相談体制の
充実等によりいじめを積極的に認知し、個々の児童生徒の状況に
応じた適切な指導・支援に努めるよう、市町村教育委員会を通じて、
各学校に働き掛けていきたいと考えています。  

（回答者：県教育庁義務教育課　指導チーム　髙橋　浩）

【タブレット端末の家庭への持ち帰り、ネット
トラブルについて】
　ＧＩＧＡスクール構想により、授業参観等で子どもたちがタブ
レット端末を使って学習している様子をみて、大変うれしく思って
おります。県内の学校におけるタブレット端末の授業等における
活用状況や家庭への持ち帰り状況について教えてください。また、
子どもたちのインターネットの利用状況やネットトラブルから子ど
もたちを守るために保護者としてどのようにサポートしていけばよ
いか、アドバイスをお願いします。

〈回答〉
　タブレット端末の家庭への持ち帰り等に関する質問について、
お答えします。
　授業におけるＩＣＴ機器の活用状況は年々増加しており、令和５
年度全国学力・学習状況調査の学校質問紙では、ほぼ全ての学校
において週１回以上活用されているという結果でした。全県の約
半数の学校では、ほぼ毎日使用されています。
　例えば、学習の見通しをもつ場面で、先生が電子黒板や子どもた
ちのタブレット端末に画像や動画を提示し、視覚的に分かりやすく
伝えたり、授業の中で、運動や演奏などの活動の様子を子どもたち
自身がタブレット端末で記録・再生して練習することで技術を向上
させたり、学習支援ソフトを活用して互いの意見や考えを共有し、
タブレット端末の画面に書き込みを加えながらグループで話し
合ったりするなど、各学校の実態に応じながらＩＣＴ機器が効果的
に活用され、子どもの学びを広げたり深めたりするのに役立てら
れています。
　ＩＣＴ機器の家庭への持ち帰りについて、実施している学校の割
合は年々増加しており、令和５年度全国学力・学習状況調査の学校
質問紙では、「毎日」「時々」を含め、持ち帰らせて利用させている合
計の割合が、小学校で45.1％（全国81.3％）、中学校で42.0％（全
国76.9％）という結果でした。なお、令和５年度全国学力・学習状
況調査の児童生徒質問紙で「学校の授業時間以外に、普段（月曜日
から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、ＰＣ・タブレットなどの
ＩＣＴ機器を、勉強のために使っているか（遊びなどの目的に使う時
間は除く）」という質問において、全く使っていない児童生徒よりも
１時間未満使用している児童生徒の方が、教科調査の正答率が高
いという、興味深い全国のデータが示されています。
　ＩＣＴ機器を家庭に持ち帰って活用することで、時間的・空間的
な制約を超えた学びや創造的な学びを広げることができます。一
方で、家庭でＩＣＴ機器を使う際には、使い方や使う時間などにつ
いて子どもと一緒に考える必要があります。家庭においても子ども
がＩＣＴ機器を適切に使うことができるようにするために、今後も
保護者の御理解と御協力をお願いします。

（回答者：県教育庁義務教育課
　　　　学力向上・教育情報化推進チーム　長門　亮）

　ネットトラブルに関する質問について、お答えします。
　県教育庁義務教育課で行っている「スマートフォン等、インター
ネット利用実態調査」の調査結果によりますと、自分専用のスマー
トフォン、携帯電話、通信機器付き端末の所持率は小４～中３で
89.3％となっており、特にスマートフォンの所持率は、中学校への
進学のタイミングで急激に増加しています。また、県教育庁生涯学
習課では、県内児童生徒のインターネット上の利用行動を把握し、
不適切な投稿を検知した際には、その投稿の削除を支援したり投
稿に対する相談を受けたりする「ネットパトロール」を実施してお
りますが、不適切な投稿については、令和５年12月末現在で537
件となっています。
　ネットトラブルや被害にあった際には、信頼できる身近な大人へ
の早めの相談が大切になります。子どもたちには、保護者は「最後
まで味方である」こと、先生は「家庭で相談できないことを話せる
存在である」ことを繰り返し伝えるとともに、日頃から子どもとコ
ミュニケーションをとり、使っているＳＮＳや相手など利用につい
て把握することが大切になります。
　また、子どもたちがネットトラブルの被害者や加害者にならない
ために大切なこととして、子どもたち自身が情報社会で適正な活
動を行うための基になる考え方と態度、いわゆる情報モラルを身
に付けることが必要になります。そこで、県教育庁生涯学習課では、
学校における情報モラル教育を支援するために、リーフレット「イ
ンターネットを安全に使うために知っておくべき四つのポイント」
を作成し、学校の教育活動やＰＴＡの研修等での基礎資料として
活用できるよう支援しています。
　インターネットやスマートフォンは、安全に正しく使うことができ
ればとても役立つ便利なものです。しかしながら、事件や犯罪に巻
き込まれるきっかけになったり、誹謗中傷やいじめの温床になって
しまったりするなど、残念な事実もあります。また、子どもたちが被
害を受けるだけではなく、加害者になってしまうケースも生じてい
ます。これからのデジタル社会を生きていく子どもたちを被害者・
加害者にしないためにも、インターネット、スマートフォンをはじめ
とするデジタル機器、ＳＮＳなどのコミュニケーションツールを「賢
く活用する知識・知恵」「ルールを守って使える健全な心」「安全に
利用するための危機管理意識」を育むことが大切になります。
　県教育委員会としては、児童生徒のインターネットの健全な利
用について指導・啓発を継続してまいります。各学校や各家庭にお
いても、引き続き指導や見守りをよろしくお願いします。

（回答者：県教育庁生涯学習課
　　　　社会教育・読書推進チーム　阿部　光教）

【新しい高校入試制度について】
　県内公立高校の入試制度が、令和５年度入試から大きく変わり
ました。昨年３月に新しい高校入試制度を実施し、県教育委員会に
も様々な意見が寄せられていることと思います。そこで、新しい高
校入試制度を導入した目的や子どもたちにとってのメリットを教
えてください。さらに、今後の課題等があれば教えてください。

〈回答〉
　始めに、入試制度改正の経緯を含めて、新しい入試制度の目的及
びそのメリットについてお答えします。
　従来の入試制度においては、前期選抜では３教科（国語、数学、英
語）の学力検査、一般選抜では５教科（国語、社会、数学、理科、英
語）の学力検査を課し、どちらの選抜の学力検査においても、思考
力、判断力、表現力等を適切に測るように努めてきました。また、前
期選抜では、受検者を多面的に評価し、多様な個性をもつ生徒を高
等学校に受け入れることで、特色ある高等学校づくりや教育活動
の充実を図ってきました。しかし、その一方で前期選抜と一般選抜
で学力検査の教科数に違いがあることや検査問題が異なること、
前期選抜の出願者の中には２教科（社会、理科）の学習が疎かにな
る傾向が見られることなど、中学校、高等学校における学力の保障
の観点からの課題が挙げられていました。
　このような課題を踏まえて改正された、新しい入試制度におけ
る受検者のメリットとしては、次の３点が挙げられます。
　１点目は、全ての受検者に共通する学力検査を課すことで、中学
校の学びの成果をまとめ、高等学校の学びへの円滑な接続を図る
ことができ、中学校、高等学校の学習を通して、社会で求められる
資質・能力が適切に育成されることです。

　２点目は、調査書の「各教科の学習の記録」について、従来の入試
制度では中学３年次の評定を基に算出される調整評定値が用いら
れていましたが、中学３年間の評定を基に算出することで、義務教
育段階での学びの成果が適切に評価されることです。
　３点目は、「特色選抜」を設け、従来の前期選抜の趣旨を踏まえ
た上で、各高等学校における求める生徒像をこれまで以上に具体
的に示すことにより、高校生活の中で自己の能力を伸長しようと
する生徒が幅広く志願できることです。
　また、従来の入試制度では、通学区制を廃止し全県一区とするこ
とで、受検者の進路選択の拡大を図るとともに、前期選抜、一般選
抜及び２次募集からなる複数の受検機会を設け、様々な観点や規
準から受検者の資質・能力を評価することにより、受検者の主体的
な進路選択を促してきました。
　一方で、最大で３回の選抜を実施することが入試業務の長期化
を招き、中学校、高等学校の双方において在校生への指導が不十
分になりがちであることなど、教育活動への影響が指摘されてい
ました。また、前期選抜後の中学校での指導については、前期選抜
の合格者の学習意欲の維持が難しいことや、前期選抜の合格者と
不合格者、一般選抜受検者が同じ教室で学習することによる指導
の難しさなども課題として挙げられていました。これらの課題の解
決に向けて、これまでの入学者選抜での成果を踏まえつつ、従来の
前期選抜の趣旨を継承する特色選抜と一般選抜を３月上旬の同
一日に新たに「１次募集」として実施することとしました。
　今後の課題としては、新しい入試制度の導入２年目であること
から、関係各所からの御意見等を聞きながら、適切かつ最善な入
学者選抜であるか、引き続き検討していきたいと考えています。

（回答者：県教育庁高校教育課　指導チーム　伊藤　淳）

【部活動の地域移行について】
　昨年度の教育懇談会において、部活動の地域移行について質問
したところ、令和５年度から令和７年度までを「改革推進期間」とし
て地域移行を目指すという回答がありました。そこで、令和５年度
の地域移行に向けた取組状況について教えてください。また、今後
の地域移行の見通しについても教えてください。

〈回答〉
　運動部活動の地域移行について、お答えします。
　国が示した地域移行改革推進期間の初年度となる今年度は、昨
年度の実践研究を実施した羽後町、大館市に能代市が加わり県内
のモデル地域として実証事業が進められています。県では、秋田県
中学校部活動地域移行推進事業連絡会・連絡協議会を開催し、有
識者や関係機関等と連携して、新たなスポーツ環境の整備に向け
た方策等を協議・検討しました。
　８月には令和７年度までに県内全ての市町村で少なくとも一つ
の部活動を地域に移行するなどの目標を盛り込んだ推進計画を
策定しました。また、県総括コーディネーターを委嘱し、地域の体
制整備に向けた個別相談や助言にあたっています。
　10月には市町村との情報交換会を開催し、実証事業モデル地域
の取組や県総括コーディネーターの先進地域視察報告等について、
情報提供・共有しました。
　２月には成果報告会を開催し、実証事業に取り組んだ地域から
成果と課題を発表してもらい、実証で得られた知見を県内の他市
町村と共有し連携を図りながら支援していく予定です。
　また、今年度末までには、運動部活動指導者登録システムの構
築と学校部活動及び地域クラブ活動の指導や運営に関するガイド
ラインの策定を行うこととしています。
　令和６年度は、国の実証事業を活用して、県内における拠点モデ
ル地域を拡充し、広域的な連携による取組も含めた実証事業の展
開を図っていきます。
　今後、少子高齢化が急速に進展する本県では、競技や分野によっ
ては指導者だけでなく、参加生徒も確保できない状況が懸念され
るため、市町村を越えた一定圏域での連携による環境整備が必要
となります。地域の実情から様々な課題が想定されますが、モデル
地域の実証から得られた知見を広め、県と市町村及び関係団体が
連携・協働を深めながら、できるところから取組を進め徐々に拡大
していきたいと考えています。
　子どもたちのみならず、地域の誰もが身近でスポーツ・文化芸術
活動に継続して親しむことができる環境づくりが重要になります。

単に学校部活動の地域移行自体を目的化するのではなく、部活動
の意義を継承しつつ、子どもたちを含めた地域住民全体を見据え
た新たなスポーツ・文化芸術環境を構築していく必要があるため、
地域の皆様の御理解と御協力をお願いいたします。

（回答者：県教育庁保健体育課
　　　　学校体育・部活動チーム　斎藤　淳一）

　文化部活動の地域移行についての方向性は運動部活動と変わり
ません。
　令和５年度は、大館市と大仙市が「文化部活動地域移行等推進
事業」に取り組み、その成果の普及を他の市町村にも図ってきまし
た。また、知事部局及び教育庁内の関係課、秋田県芸術文化協会、
秋田県吹奏楽連盟、秋田県合唱連盟の関係者による「文化部活動
地域移行に係る連絡協議会」を２回開催し、国の動向や本県での
先進的な事例、各協会・連盟の状況等について情報交換及び協議
を行いました。
　県の推進計画が策定されたことを受け、次年度は市町村におけ
る部活動の地域移行に向けた動きは、更に加速していくものと捉
えています。県教育委員会としても、引き続き、各市町村が実情に
応じた取組を円滑に進めていくことができるよう支援していきた
いと考えています。

教 育

懇 談 会



（６）PTAあきた PTAあきた（７）

　豊岩中学校が閉校し、早いもので10ヶ月
を迎えようとしています。息子の卒業と同時
に私の母校が閉校してしまい、寂しい気持ち
の中新年度を迎えておりましたが、生徒たち
はそれぞれの道へ進み、目標や夢に向かって
日々頑張っております。
　この秋、私たちの元に、豊岩中学校のPTA
会報「ちまちだ」が日本新聞社社長賞を受賞
したと言う、とても嬉しい連絡が入りました。

11月24日（金）、私はPTAを代表し、ホテル
ニューオータニ東京で行われた受賞式へ出
席して来ました。
　豊岩の伝統や生徒の活動の様子、保護者
の思いを載せた「ちまちだ」は、校長先生を
はじめ多くの先生方、生徒の皆さん、卒業生
の皆さん、保護者の皆さん、そして何より、
地域の皆さんの思いが詰まった会報です。
　グラウンドにみんなで並び撮影した、ド
ローンでの航空写真撮影はとても印象に残っ
ています。先生方、生徒たち、保護者みんな
でドローンに向かって大きく手を振りながら
撮影をしました。
　また、過去の卒業生に執筆をお願いしたり、
文書作成にも力が入りました。レイアウト構
成や編集など全ての作業を、生徒の保護者

　例年沢山の方からご応募いただいております三行詩コン
クールで、今年度は大仙市立西仙北中学校 ２年 佐藤 楓さん 
の作品が日本ＰＴＡ全国協議会会長賞を受賞されましたので
ご紹介いたします。

が担当して下さいました。
　私たちの思い出の一つである「ちまちだ」
を目にしていただけた事が何よりも嬉しく、こ
れからの豊岩を元気付けてくれる事でしょう。
　今回の受賞の喜びと豊岩の歴史を胸に、こ
れからも子供たち、地域一丸となり豊岩を活
気づけていきたいと思います。

　この度、私ども第一中学校ＰＴＡは優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰
を受賞いたしました。これは、今年度のみならず、歴代のＰＴＡ会
長はじめ、ＰＴＡ会員として携わってこられたすべての方々のご尽
力によりいただくことができた賞だと思っています。この場をお借
りして、深く感謝申し上げます。
  本年度は保護者、教員等合わせて474人で組織されています。総
務部、体育厚生部、文化教養部、生徒指導部の４専門部会があり、
それぞれが主催する役員会、親子窓ふきボランティア、ＰＴＡ新聞
の発行、通学路での街頭指導などの活動を展開しています。子ども
たちが安心して学び、成長できる環境を地域と一体となって支え
ることを４月の総会で確認し、活動を続けています。市内では最も
規模の大きい学校ですので、情報発信と共有を大切にしていま
す。たくさんの会員が積極的に授業参観に参加してくださり、都度
開く会合で学校や各専門部の方針に理解を示してくれるので、大
変助かっています。
　特徴的な活動の一つに「鳳雛（ほうすう）講座」があります。こ
れは、「地域の職業人から仕事観を学ぶ」テーマの元、平成21年
から始まったもので、今年１月で第243回目の開催となりました。
学校と協働して地域人材の活用に力を入れており、地元企業の経
営者や現会員、元会員も講師を務めます。第241回目となった講
座では、地元の病院に勤務する臨床検査技師に講師をお願いし、
仕事内容や仕事をする上で気を付けていること、やりがい、子ども
たちへの期待と励ましの言葉などを語っていただきました。子ども
たちが将来の選択について理解を深める一助になればと思ってい
ます。
　今後も、歴代の会長が担ってきた「未来を担う子どもたちを育
てる」役目を全うする覚悟でおります。より一層学校や地域の方々
と連携を強めながら、これまで受けた支援に恩返しする気持ちを

忘れずに、子どもたちのために力を尽くしたいと
思います。

　この度、私ども六郷小学校ＰＴＡは優良ＰＴＡとして表彰してい
ただきました。歴代のＰＴＡ会長をはじめ、ＰＴＡ会員の皆様、地
域の皆様のご尽力に心より感謝申し上げます。
　本校のＰＴＡ活動は、執行部と四つの専門部で構成され、ＰＴＡ
会員が各専門部に所属し主体的に活動を進めています。具体的に
は、校外生活指導部は交通安全運動期間中に、地域の見守り隊と
共に、児童の登校時の安全指導を行っています。また、ＰＴＡ連合
会校外指導連絡協議会に参加し、美郷町内の危険箇所を確認した
り、各校の安全指導についての情報交換を行ったりしています。厚
生部は夏休み期間中に親子での校内窓拭き作業を実施しました。
体育部は夏休みのプール監視と学校行事（運動会・スキー教室）
への協力を行っています。研修広報部は年２回の会報の発行に加
えて、今年度は、ＰＴＡ学習参観の際に美郷町教育委員会生涯学
習課と連携して「親力アップ講演会」を開催しました。秋田市大森
山動物園の小松守園長を講師にお招きしての講演は、動物の子育
てを通して、自分たちの子どもへの接し方について考える貴重な機
会となりました。
　また、町のシンボル「清水（湧水）」を縦割りグループで巡る「わ
くわく町探検」や、地域の小正月行事「天筆上げ・カマクラ行事」
への参加は、子どもたちが楽しみにしている活動であり、ＰＴＡの
ＯＢや地域の方々にも協力をいただきながら行っています。このよ
うに六郷の歴史・風土・文化の良さを生かしながら、地域の子ども
たち（しみずっ子）を中心にして、学校・地域・保護者が一体となっ
た活動を行っていることが、本校のＰＴＡ活動の強みであると考え
ています。
　今後もＰＴＡ会員同士のつながりはもちろん、学校や地域との
連携を大切にして、子どもたちが健やかに過ごすことができる環
境を整え、ふるさとへの愛着心を育んでいきたいと思います。会員
一同力を合わせて尽力して参りますので、ご支援ご協力をよろしく
お願いいたします。

大館市立第一中学校ＰＴＡ

大館市立第一中学校ＰＴＡ会長　三ツ井　倉三
未来を担う子どもたちを育てる

美郷町立六郷小学校ＰＴＡ

美郷町立六郷小学校ＰＴＡ会長　中野　昭紀
みんなで育てる しみずっ子

優良PTA文部科学大臣表彰  学校紹介優良PTA文部科学大臣表彰  学校紹介

作品「横になり　テレビを観ている父
　　　父によりかかり　テレビを観ている私
　　　　　　　私の秘密の　パワースポット」

【不登校対応及びいじめ対策について】
　県内の不登校児童生徒数が過去最多になったことを新聞・
ニュース等の報道で耳にしました。昨年度の教育懇談会において、
不登校対応について質問をしたところ、県教育委員会では教育相
談体制の充実等を図り、未然防止や早期発見、早期対応を行って
いるという回答がありました。そこで、県内の不登校児童生徒数の
現状や学校現場と連携してどのような対応をしているのか、また、
特に不登校が長期化している児童生徒に対応していることがあれ
ば教えてください。それに関連して「いじめ防止対策推進法」が策
定されてから10年が経ちますが、全国各地では深刻ないじめが後
を絶ちません。新聞・ニュース等の報道では、不登校同様に県内の
学校で確認されたいじめの認知件数は増加傾向にあり、深刻ない
じめが疑われる重大事態もあったことを耳にしました。いじめ防止
に向けて、県教育委員会では各学校にどのような働き掛けを行っ
ているのでしょうか。併せて教えてください。

〈回答〉
　不登校対応に関する質問について、お答えします。
　文部科学省が実施した「令和４年度児童生徒の問題行動・不登
校等生徒指導上の諸課題に関する調査」によると、本県の公立小・
中学校の不登校児童生徒数は小学校が476人、中学校が1,068
人、合計1,544人で、令和３年度よりも220人増加しています。校
種別では、小学校が111人、中学校は109人増加しました。
　1,000人当たりの不登校児童生徒数（国公私立小・中学校）は、
小学校が12.6人（全国17.0人）、中学校が50.5人（全国59.8人）、
平均26.3人（全国31.7人）であり、小･中学校平均では47都道府県
中、少ない方から数えて６番目という状況でした。
　不登校児童生徒数が増加している背景として、保護者の意識が
多様化したことや、新型コロナウイルス感染症の影響による生活
環境の変化で、生活リズムが乱れやすい状況にあったこと、学校生
活において様々な制限がある中で交友関係を築くことが難しかっ
たこと、登校する意欲が湧きにくい状況にあったことなど様々な要
因が考えられます。
　県教育委員会では、各学校と連携し、教職員による居場所づくり
や児童生徒が主体となった絆づくり等、「魅力ある学校づくり」に向
けた取組を推進することで、引き続き未然防止に努めていきます。
　また、不登校の長期化への対応としては、スクールカウンセラー
やスクールソーシャルワーカー等、心理や福祉の専門家と連携して、
教室に入ることのできない児童生徒に校内教育支援センター等で
の学びを促すなど、学校復帰に止まらず、社会的自立に向けた支援
を行っています。
　続いて、いじめ対策に関する質問について、お答えします。
　県教育委員会では、いじめの防止等に関係する機関及び団体が
一堂に会する「秋田県いじめ問題対策連絡協議会」を毎年開催し、
いじめ問題に関する総合的な取組について協議しています。また、
いじめの防止等に向けたリーフレットを作成して各学校に配付し、
活用を促してきました。
　各学校においては、定期的なアンケートや教育相談の実施によ
るいじめの早期発見や実態把握を行うとともに、様々な機会を捉
えて、いじめに関わる問題を積極的に取り上げ、いじめを許容しな
い学校風土の醸成に努めているところです。
　県教育委員会としても、引き続き、日常の観察や教育相談体制の
充実等によりいじめを積極的に認知し、個々の児童生徒の状況に
応じた適切な指導・支援に努めるよう、市町村教育委員会を通じて、
各学校に働き掛けていきたいと考えています。  

（回答者：県教育庁義務教育課　指導チーム　髙橋　浩）

【タブレット端末の家庭への持ち帰り、ネット
トラブルについて】
　ＧＩＧＡスクール構想により、授業参観等で子どもたちがタブ
レット端末を使って学習している様子をみて、大変うれしく思って
おります。県内の学校におけるタブレット端末の授業等における
活用状況や家庭への持ち帰り状況について教えてください。また、
子どもたちのインターネットの利用状況やネットトラブルから子ど
もたちを守るために保護者としてどのようにサポートしていけばよ
いか、アドバイスをお願いします。

〈回答〉
　タブレット端末の家庭への持ち帰り等に関する質問について、
お答えします。
　授業におけるＩＣＴ機器の活用状況は年々増加しており、令和５
年度全国学力・学習状況調査の学校質問紙では、ほぼ全ての学校
において週１回以上活用されているという結果でした。全県の約
半数の学校では、ほぼ毎日使用されています。
　例えば、学習の見通しをもつ場面で、先生が電子黒板や子どもた
ちのタブレット端末に画像や動画を提示し、視覚的に分かりやすく
伝えたり、授業の中で、運動や演奏などの活動の様子を子どもたち
自身がタブレット端末で記録・再生して練習することで技術を向上
させたり、学習支援ソフトを活用して互いの意見や考えを共有し、
タブレット端末の画面に書き込みを加えながらグループで話し
合ったりするなど、各学校の実態に応じながらＩＣＴ機器が効果的
に活用され、子どもの学びを広げたり深めたりするのに役立てら
れています。
　ＩＣＴ機器の家庭への持ち帰りについて、実施している学校の割
合は年々増加しており、令和５年度全国学力・学習状況調査の学校
質問紙では、「毎日」「時々」を含め、持ち帰らせて利用させている合
計の割合が、小学校で45.1％（全国81.3％）、中学校で42.0％（全
国76.9％）という結果でした。なお、令和５年度全国学力・学習状
況調査の児童生徒質問紙で「学校の授業時間以外に、普段（月曜日
から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、ＰＣ・タブレットなどの
ＩＣＴ機器を、勉強のために使っているか（遊びなどの目的に使う時
間は除く）」という質問において、全く使っていない児童生徒よりも
１時間未満使用している児童生徒の方が、教科調査の正答率が高
いという、興味深い全国のデータが示されています。
　ＩＣＴ機器を家庭に持ち帰って活用することで、時間的・空間的
な制約を超えた学びや創造的な学びを広げることができます。一
方で、家庭でＩＣＴ機器を使う際には、使い方や使う時間などにつ
いて子どもと一緒に考える必要があります。家庭においても子ども
がＩＣＴ機器を適切に使うことができるようにするために、今後も
保護者の御理解と御協力をお願いします。

（回答者：県教育庁義務教育課
　　　　学力向上・教育情報化推進チーム　長門　亮）

　ネットトラブルに関する質問について、お答えします。
　県教育庁義務教育課で行っている「スマートフォン等、インター
ネット利用実態調査」の調査結果によりますと、自分専用のスマー
トフォン、携帯電話、通信機器付き端末の所持率は小４～中３で
89.3％となっており、特にスマートフォンの所持率は、中学校への
進学のタイミングで急激に増加しています。また、県教育庁生涯学
習課では、県内児童生徒のインターネット上の利用行動を把握し、
不適切な投稿を検知した際には、その投稿の削除を支援したり投
稿に対する相談を受けたりする「ネットパトロール」を実施してお
りますが、不適切な投稿については、令和５年12月末現在で537
件となっています。
　ネットトラブルや被害にあった際には、信頼できる身近な大人へ
の早めの相談が大切になります。子どもたちには、保護者は「最後
まで味方である」こと、先生は「家庭で相談できないことを話せる
存在である」ことを繰り返し伝えるとともに、日頃から子どもとコ
ミュニケーションをとり、使っているＳＮＳや相手など利用につい
て把握することが大切になります。
　また、子どもたちがネットトラブルの被害者や加害者にならない
ために大切なこととして、子どもたち自身が情報社会で適正な活
動を行うための基になる考え方と態度、いわゆる情報モラルを身
に付けることが必要になります。そこで、県教育庁生涯学習課では、
学校における情報モラル教育を支援するために、リーフレット「イ
ンターネットを安全に使うために知っておくべき四つのポイント」
を作成し、学校の教育活動やＰＴＡの研修等での基礎資料として
活用できるよう支援しています。
　インターネットやスマートフォンは、安全に正しく使うことができ
ればとても役立つ便利なものです。しかしながら、事件や犯罪に巻
き込まれるきっかけになったり、誹謗中傷やいじめの温床になって
しまったりするなど、残念な事実もあります。また、子どもたちが被
害を受けるだけではなく、加害者になってしまうケースも生じてい
ます。これからのデジタル社会を生きていく子どもたちを被害者・
加害者にしないためにも、インターネット、スマートフォンをはじめ
とするデジタル機器、ＳＮＳなどのコミュニケーションツールを「賢
く活用する知識・知恵」「ルールを守って使える健全な心」「安全に
利用するための危機管理意識」を育むことが大切になります。
　県教育委員会としては、児童生徒のインターネットの健全な利
用について指導・啓発を継続してまいります。各学校や各家庭にお
いても、引き続き指導や見守りをよろしくお願いします。

（回答者：県教育庁生涯学習課
　　　　社会教育・読書推進チーム　阿部　光教）

【新しい高校入試制度について】
　県内公立高校の入試制度が、令和５年度入試から大きく変わり
ました。昨年３月に新しい高校入試制度を実施し、県教育委員会に
も様々な意見が寄せられていることと思います。そこで、新しい高
校入試制度を導入した目的や子どもたちにとってのメリットを教
えてください。さらに、今後の課題等があれば教えてください。

〈回答〉
　始めに、入試制度改正の経緯を含めて、新しい入試制度の目的及
びそのメリットについてお答えします。
　従来の入試制度においては、前期選抜では３教科（国語、数学、英
語）の学力検査、一般選抜では５教科（国語、社会、数学、理科、英
語）の学力検査を課し、どちらの選抜の学力検査においても、思考
力、判断力、表現力等を適切に測るように努めてきました。また、前
期選抜では、受検者を多面的に評価し、多様な個性をもつ生徒を高
等学校に受け入れることで、特色ある高等学校づくりや教育活動
の充実を図ってきました。しかし、その一方で前期選抜と一般選抜
で学力検査の教科数に違いがあることや検査問題が異なること、
前期選抜の出願者の中には２教科（社会、理科）の学習が疎かにな
る傾向が見られることなど、中学校、高等学校における学力の保障
の観点からの課題が挙げられていました。
　このような課題を踏まえて改正された、新しい入試制度におけ
る受検者のメリットとしては、次の３点が挙げられます。
　１点目は、全ての受検者に共通する学力検査を課すことで、中学
校の学びの成果をまとめ、高等学校の学びへの円滑な接続を図る
ことができ、中学校、高等学校の学習を通して、社会で求められる
資質・能力が適切に育成されることです。

　２点目は、調査書の「各教科の学習の記録」について、従来の入試
制度では中学３年次の評定を基に算出される調整評定値が用いら
れていましたが、中学３年間の評定を基に算出することで、義務教
育段階での学びの成果が適切に評価されることです。
　３点目は、「特色選抜」を設け、従来の前期選抜の趣旨を踏まえ
た上で、各高等学校における求める生徒像をこれまで以上に具体
的に示すことにより、高校生活の中で自己の能力を伸長しようと
する生徒が幅広く志願できることです。
　また、従来の入試制度では、通学区制を廃止し全県一区とするこ
とで、受検者の進路選択の拡大を図るとともに、前期選抜、一般選
抜及び２次募集からなる複数の受検機会を設け、様々な観点や規
準から受検者の資質・能力を評価することにより、受検者の主体的
な進路選択を促してきました。
　一方で、最大で３回の選抜を実施することが入試業務の長期化
を招き、中学校、高等学校の双方において在校生への指導が不十
分になりがちであることなど、教育活動への影響が指摘されてい
ました。また、前期選抜後の中学校での指導については、前期選抜
の合格者の学習意欲の維持が難しいことや、前期選抜の合格者と
不合格者、一般選抜受検者が同じ教室で学習することによる指導
の難しさなども課題として挙げられていました。これらの課題の解
決に向けて、これまでの入学者選抜での成果を踏まえつつ、従来の
前期選抜の趣旨を継承する特色選抜と一般選抜を３月上旬の同
一日に新たに「１次募集」として実施することとしました。
　今後の課題としては、新しい入試制度の導入２年目であること
から、関係各所からの御意見等を聞きながら、適切かつ最善な入
学者選抜であるか、引き続き検討していきたいと考えています。

（回答者：県教育庁高校教育課　指導チーム　伊藤　淳）

【部活動の地域移行について】
　昨年度の教育懇談会において、部活動の地域移行について質問
したところ、令和５年度から令和７年度までを「改革推進期間」とし
て地域移行を目指すという回答がありました。そこで、令和５年度
の地域移行に向けた取組状況について教えてください。また、今後
の地域移行の見通しについても教えてください。

〈回答〉
　運動部活動の地域移行について、お答えします。
　国が示した地域移行改革推進期間の初年度となる今年度は、昨
年度の実践研究を実施した羽後町、大館市に能代市が加わり県内
のモデル地域として実証事業が進められています。県では、秋田県
中学校部活動地域移行推進事業連絡会・連絡協議会を開催し、有
識者や関係機関等と連携して、新たなスポーツ環境の整備に向け
た方策等を協議・検討しました。
　８月には令和７年度までに県内全ての市町村で少なくとも一つ
の部活動を地域に移行するなどの目標を盛り込んだ推進計画を
策定しました。また、県総括コーディネーターを委嘱し、地域の体
制整備に向けた個別相談や助言にあたっています。
　10月には市町村との情報交換会を開催し、実証事業モデル地域
の取組や県総括コーディネーターの先進地域視察報告等について、
情報提供・共有しました。
　２月には成果報告会を開催し、実証事業に取り組んだ地域から
成果と課題を発表してもらい、実証で得られた知見を県内の他市
町村と共有し連携を図りながら支援していく予定です。
　また、今年度末までには、運動部活動指導者登録システムの構
築と学校部活動及び地域クラブ活動の指導や運営に関するガイド
ラインの策定を行うこととしています。
　令和６年度は、国の実証事業を活用して、県内における拠点モデ
ル地域を拡充し、広域的な連携による取組も含めた実証事業の展
開を図っていきます。
　今後、少子高齢化が急速に進展する本県では、競技や分野によっ
ては指導者だけでなく、参加生徒も確保できない状況が懸念され
るため、市町村を越えた一定圏域での連携による環境整備が必要
となります。地域の実情から様々な課題が想定されますが、モデル
地域の実証から得られた知見を広め、県と市町村及び関係団体が
連携・協働を深めながら、できるところから取組を進め徐々に拡大
していきたいと考えています。
　子どもたちのみならず、地域の誰もが身近でスポーツ・文化芸術
活動に継続して親しむことができる環境づくりが重要になります。

単に学校部活動の地域移行自体を目的化するのではなく、部活動
の意義を継承しつつ、子どもたちを含めた地域住民全体を見据え
た新たなスポーツ・文化芸術環境を構築していく必要があるため、
地域の皆様の御理解と御協力をお願いいたします。

（回答者：県教育庁保健体育課
　　　　学校体育・部活動チーム　斎藤　淳一）

　文化部活動の地域移行についての方向性は運動部活動と変わり
ません。
　令和５年度は、大館市と大仙市が「文化部活動地域移行等推進
事業」に取り組み、その成果の普及を他の市町村にも図ってきまし
た。また、知事部局及び教育庁内の関係課、秋田県芸術文化協会、
秋田県吹奏楽連盟、秋田県合唱連盟の関係者による「文化部活動
地域移行に係る連絡協議会」を２回開催し、国の動向や本県での
先進的な事例、各協会・連盟の状況等について情報交換及び協議
を行いました。
　県の推進計画が策定されたことを受け、次年度は市町村におけ
る部活動の地域移行に向けた動きは、更に加速していくものと捉
えています。県教育委員会としても、引き続き、各市町村が実情に
応じた取組を円滑に進めていくことができるよう支援していきた
いと考えています。

日本新聞社
社長賞を受賞して
日本新聞社

社長賞を受賞して
（旧）秋田市立豊岩中学校PTA会長

齋藤　和治

　活発な意見交換、ありがとうございました。懇談の様子を拝見し、本県
の子どもたちの健やかな成長は、学校と家庭、地域、そして行政等が共に
手を携え、「オール秋田」により支えられているということを改めて感じる
ことができました。
　本日の懇談内容である「不登校・いじめ対応」「タブレット端末の家庭へ
の持ち帰りとネットトラブル」「新しい高校入試制度」「部活動の地域移行」
については、今、すぐに取り組むべきこともありますが、その多くは中・長
期的な見通しをもって解決していくことが求められる教育課題ではない
かと思います。また、こうした今日的な教育課題を解決していくためには、
私たち大人が対話を通して解決策を模索し、子どもたちの笑顔につなげ
ていくことが重要であると考えております。そのためにも、本日の教育懇
談会のような対面で話し合う機会をより一層大切にしていきたいと思い
を強くしたところです。
　結びに、小・中学校では、これからは学習等のまとめの時期、そして進級、
卒業シーズンを迎えます。子どもたち一人一人が新たなステージで才能を
発揮し、日々輝くことができるよう、今後とも皆様のお力添えのほど、よろ
しくお願い申し上げます。

令和５年度表彰一覧令和５年度表彰一覧

【団体表彰】　●秋田市立太平小学校PTA
　　　　　　　●大仙市立南外中学校PTA
【個人表彰】　●岩谷　佳徳　　秋田県PTA連合会 副会長
　　　　　　　●進藤　清隆　　秋田県PTA連合会 副会長
　　　　　　　●髙橋　賢史　　秋田県PTA連合会 副会長
　　　　　　　●根田　達也　　秋田県PTA連合会 副会長
【特別表彰】　●福嶋　正希　　かづのPTA連合会
　　　　　　　●畠山　　学　　大館・北秋田PTA連合会
　　　　　　　●遠藤　　暁　　潟上市・南秋田郡PTA連合会
　　　　　　　●泉　　和人　　男鹿市PTA連合会
　　　　　　　●藤田　　信　　秋田市PTA連合会
　　　　　　　●今野　　徹　　大仙市PTA連合会
　　　　　　　●髙橋　幸栄　　美郷町PTA連合会
　　　　　　　●千田慎之介　　横手市PTA連合会
　　　　　　　●佐藤　宏喜　　秋田県PTA連合会
　　　　　　　●藤井　祥子　　秋田県PTA連合会

公益社団法人日本PTA全国協議会会長表彰

【小学生の部】●由利本荘市立由利小学校　１年　三浦　湊人
　　　　　　　●由利本荘市立由利小学校　２年　村上　莉菜
　　　　　　　●由利本荘市立由利小学校　４年　佐々木夏帆
　　　　　　　●由利本荘市立由利小学校　６年　龍山　椎菜
　　　　　　　●由利本荘市立由利小学校　６年　三浦　琉翔
【中学生の部】●大仙市立西仙北中学校　　２年　佐々木　昊
　　　　　　　●大仙市立西仙北中学校　　２年　佐藤　　楓
　　　　　　　●大仙市立西仙北中学校　　２年　高橋　凰雅
　　　　　　　●大仙市立西仙北中学校　　３年　佐藤　玲奈
　　　　　　　●大仙市立西仙北中学校　　３年　佐々木梨聖
【一般の部】　●秋田市立日新小学校PTA 佐藤　皆美
　　　　　　　●横手市立横手北小学校PTA 土肥真依子
　　　　　　　●横手市立横手北小学校PTA 佐藤　まみ
　　　　　　　●由利本荘市立鶴舞小学校PTA 渡辺　　仁
　　　　　　　●由利本荘市立新山小学校PTA 内藤　裕子
【団体特別賞】●由利本荘市立由利小学校
　　　　　　　●大仙市立西仙北中学校
※大仙市立西仙北中学校２年 佐藤 楓さんの作品が「公益社団法人
日本PTA全国協議会会長賞」を受賞いたしました。おめでとう
ございます。

「楽しい子育て全国キャンペーン」秋田県三行詩コンクール入賞者
● 美郷町立六郷小学校PTA　　　● 大館市立第一中学校PTA

優良PTA文部科学大臣表彰

● 加賀屋久人　秋田県PTA連合会　会長
●清水　隆成　秋田県PTA連合会　副会長
　　　　　　　　　　　　※役職は令和５年3月31日現在のものです。

PTA活動振興功労者表彰

● 日本教育新聞社社長賞　秋田市立豊岩中学校PTA「ちまちだ通信」

第45回全国小・中学校PTA広報紙コンクール表彰

【感謝状受賞】　　●加賀屋久人　秋田県PTA連合会　前会長
【団体表彰受賞】　●鹿角市立八幡平中学校PTA
　　　　　　　　　●秋田大学教育文化学部附属小学校PTA
　　　　　　　　　●横手市立十文字中学校PTA
【個人表彰受賞】　●栗谷　大三　　大館･北秋田PTA連合会　前会長　　　●鈴木　美月　　潟上市立天王小学校PTA　会長
　　　　　　　　　●小笠原大輔　　横手市PTA連合会　前会長

　
●秋田市立雄和小学校PTA
● 仙北市立生保内中学校PTA

　
● 男鹿市立船越小学校PTA
● 大仙市立太田中学校PTA
● 東成瀬村立東成瀬中学校PTA

令和５年度東北ブロックＰＴＡ協議会会長表彰

令和５年度
「楽しい子育て全国キャンペーン」

～家族で話そう！我が家のルール・　　
　　　家族のきずな・命の大切さ～

三行詩コンクール

総  括

（回答者：県教育庁義務教育課　指導チーム　髙橋　浩）（回答者：県教育庁義務教育課　指導チーム　髙橋　浩）

県教育庁生涯学習課　課長　中田　善英



（６）PTAあきた PTAあきた（７）

　豊岩中学校が閉校し、早いもので10ヶ月
を迎えようとしています。息子の卒業と同時
に私の母校が閉校してしまい、寂しい気持ち
の中新年度を迎えておりましたが、生徒たち
はそれぞれの道へ進み、目標や夢に向かって
日々頑張っております。
　この秋、私たちの元に、豊岩中学校のPTA
会報「ちまちだ」が日本新聞社社長賞を受賞
したと言う、とても嬉しい連絡が入りました。

11月24日（金）、私はPTAを代表し、ホテル
ニューオータニ東京で行われた受賞式へ出
席して来ました。
　豊岩の伝統や生徒の活動の様子、保護者
の思いを載せた「ちまちだ」は、校長先生を
はじめ多くの先生方、生徒の皆さん、卒業生
の皆さん、保護者の皆さん、そして何より、
地域の皆さんの思いが詰まった会報です。
　グラウンドにみんなで並び撮影した、ド
ローンでの航空写真撮影はとても印象に残っ
ています。先生方、生徒たち、保護者みんな
でドローンに向かって大きく手を振りながら
撮影をしました。
　また、過去の卒業生に執筆をお願いしたり、
文書作成にも力が入りました。レイアウト構
成や編集など全ての作業を、生徒の保護者

　例年沢山の方からご応募いただいております三行詩コン
クールで、今年度は大仙市立西仙北中学校 ２年 佐藤 楓さん 
の作品が日本ＰＴＡ全国協議会会長賞を受賞されましたので
ご紹介いたします。

が担当して下さいました。
　私たちの思い出の一つである「ちまちだ」
を目にしていただけた事が何よりも嬉しく、こ
れからの豊岩を元気付けてくれる事でしょう。
　今回の受賞の喜びと豊岩の歴史を胸に、こ
れからも子供たち、地域一丸となり豊岩を活
気づけていきたいと思います。

　この度、私ども第一中学校ＰＴＡは優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰
を受賞いたしました。これは、今年度のみならず、歴代のＰＴＡ会
長はじめ、ＰＴＡ会員として携わってこられたすべての方々のご尽
力によりいただくことができた賞だと思っています。この場をお借
りして、深く感謝申し上げます。
  本年度は保護者、教員等合わせて474人で組織されています。総
務部、体育厚生部、文化教養部、生徒指導部の４専門部会があり、
それぞれが主催する役員会、親子窓ふきボランティア、ＰＴＡ新聞
の発行、通学路での街頭指導などの活動を展開しています。子ども
たちが安心して学び、成長できる環境を地域と一体となって支え
ることを４月の総会で確認し、活動を続けています。市内では最も
規模の大きい学校ですので、情報発信と共有を大切にしていま
す。たくさんの会員が積極的に授業参観に参加してくださり、都度
開く会合で学校や各専門部の方針に理解を示してくれるので、大
変助かっています。
　特徴的な活動の一つに「鳳雛（ほうすう）講座」があります。こ
れは、「地域の職業人から仕事観を学ぶ」テーマの元、平成21年
から始まったもので、今年１月で第243回目の開催となりました。
学校と協働して地域人材の活用に力を入れており、地元企業の経
営者や現会員、元会員も講師を務めます。第241回目となった講
座では、地元の病院に勤務する臨床検査技師に講師をお願いし、
仕事内容や仕事をする上で気を付けていること、やりがい、子ども
たちへの期待と励ましの言葉などを語っていただきました。子ども
たちが将来の選択について理解を深める一助になればと思ってい
ます。
　今後も、歴代の会長が担ってきた「未来を担う子どもたちを育
てる」役目を全うする覚悟でおります。より一層学校や地域の方々
と連携を強めながら、これまで受けた支援に恩返しする気持ちを

忘れずに、子どもたちのために力を尽くしたいと
思います。

　この度、私ども六郷小学校ＰＴＡは優良ＰＴＡとして表彰してい
ただきました。歴代のＰＴＡ会長をはじめ、ＰＴＡ会員の皆様、地
域の皆様のご尽力に心より感謝申し上げます。
　本校のＰＴＡ活動は、執行部と四つの専門部で構成され、ＰＴＡ
会員が各専門部に所属し主体的に活動を進めています。具体的に
は、校外生活指導部は交通安全運動期間中に、地域の見守り隊と
共に、児童の登校時の安全指導を行っています。また、ＰＴＡ連合
会校外指導連絡協議会に参加し、美郷町内の危険箇所を確認した
り、各校の安全指導についての情報交換を行ったりしています。厚
生部は夏休み期間中に親子での校内窓拭き作業を実施しました。
体育部は夏休みのプール監視と学校行事（運動会・スキー教室）
への協力を行っています。研修広報部は年２回の会報の発行に加
えて、今年度は、ＰＴＡ学習参観の際に美郷町教育委員会生涯学
習課と連携して「親力アップ講演会」を開催しました。秋田市大森
山動物園の小松守園長を講師にお招きしての講演は、動物の子育
てを通して、自分たちの子どもへの接し方について考える貴重な機
会となりました。
　また、町のシンボル「清水（湧水）」を縦割りグループで巡る「わ
くわく町探検」や、地域の小正月行事「天筆上げ・カマクラ行事」
への参加は、子どもたちが楽しみにしている活動であり、ＰＴＡの
ＯＢや地域の方々にも協力をいただきながら行っています。このよ
うに六郷の歴史・風土・文化の良さを生かしながら、地域の子ども
たち（しみずっ子）を中心にして、学校・地域・保護者が一体となっ
た活動を行っていることが、本校のＰＴＡ活動の強みであると考え
ています。
　今後もＰＴＡ会員同士のつながりはもちろん、学校や地域との
連携を大切にして、子どもたちが健やかに過ごすことができる環
境を整え、ふるさとへの愛着心を育んでいきたいと思います。会員
一同力を合わせて尽力して参りますので、ご支援ご協力をよろしく
お願いいたします。

大館市立第一中学校ＰＴＡ

大館市立第一中学校ＰＴＡ会長　三ツ井　倉三
未来を担う子どもたちを育てる

美郷町立六郷小学校ＰＴＡ

美郷町立六郷小学校ＰＴＡ会長　中野　昭紀
みんなで育てる しみずっ子

優良PTA文部科学大臣表彰  学校紹介優良PTA文部科学大臣表彰  学校紹介

作品「横になり　テレビを観ている父
　　　父によりかかり　テレビを観ている私
　　　　　　　私の秘密の　パワースポット」

【不登校対応及びいじめ対策について】
　県内の不登校児童生徒数が過去最多になったことを新聞・
ニュース等の報道で耳にしました。昨年度の教育懇談会において、
不登校対応について質問をしたところ、県教育委員会では教育相
談体制の充実等を図り、未然防止や早期発見、早期対応を行って
いるという回答がありました。そこで、県内の不登校児童生徒数の
現状や学校現場と連携してどのような対応をしているのか、また、
特に不登校が長期化している児童生徒に対応していることがあれ
ば教えてください。それに関連して「いじめ防止対策推進法」が策
定されてから10年が経ちますが、全国各地では深刻ないじめが後
を絶ちません。新聞・ニュース等の報道では、不登校同様に県内の
学校で確認されたいじめの認知件数は増加傾向にあり、深刻ない
じめが疑われる重大事態もあったことを耳にしました。いじめ防止
に向けて、県教育委員会では各学校にどのような働き掛けを行っ
ているのでしょうか。併せて教えてください。

〈回答〉
　不登校対応に関する質問について、お答えします。
　文部科学省が実施した「令和４年度児童生徒の問題行動・不登
校等生徒指導上の諸課題に関する調査」によると、本県の公立小・
中学校の不登校児童生徒数は小学校が476人、中学校が1,068
人、合計1,544人で、令和３年度よりも220人増加しています。校
種別では、小学校が111人、中学校は109人増加しました。
　1,000人当たりの不登校児童生徒数（国公私立小・中学校）は、
小学校が12.6人（全国17.0人）、中学校が50.5人（全国59.8人）、
平均26.3人（全国31.7人）であり、小･中学校平均では47都道府県
中、少ない方から数えて６番目という状況でした。
　不登校児童生徒数が増加している背景として、保護者の意識が
多様化したことや、新型コロナウイルス感染症の影響による生活
環境の変化で、生活リズムが乱れやすい状況にあったこと、学校生
活において様々な制限がある中で交友関係を築くことが難しかっ
たこと、登校する意欲が湧きにくい状況にあったことなど様々な要
因が考えられます。
　県教育委員会では、各学校と連携し、教職員による居場所づくり
や児童生徒が主体となった絆づくり等、「魅力ある学校づくり」に向
けた取組を推進することで、引き続き未然防止に努めていきます。
　また、不登校の長期化への対応としては、スクールカウンセラー
やスクールソーシャルワーカー等、心理や福祉の専門家と連携して、
教室に入ることのできない児童生徒に校内教育支援センター等で
の学びを促すなど、学校復帰に止まらず、社会的自立に向けた支援
を行っています。
　続いて、いじめ対策に関する質問について、お答えします。
　県教育委員会では、いじめの防止等に関係する機関及び団体が
一堂に会する「秋田県いじめ問題対策連絡協議会」を毎年開催し、
いじめ問題に関する総合的な取組について協議しています。また、
いじめの防止等に向けたリーフレットを作成して各学校に配付し、
活用を促してきました。
　各学校においては、定期的なアンケートや教育相談の実施によ
るいじめの早期発見や実態把握を行うとともに、様々な機会を捉
えて、いじめに関わる問題を積極的に取り上げ、いじめを許容しな
い学校風土の醸成に努めているところです。
　県教育委員会としても、引き続き、日常の観察や教育相談体制の
充実等によりいじめを積極的に認知し、個々の児童生徒の状況に
応じた適切な指導・支援に努めるよう、市町村教育委員会を通じて、
各学校に働き掛けていきたいと考えています。  

（回答者：県教育庁義務教育課　指導チーム　髙橋　浩）

【タブレット端末の家庭への持ち帰り、ネット
トラブルについて】
　ＧＩＧＡスクール構想により、授業参観等で子どもたちがタブ
レット端末を使って学習している様子をみて、大変うれしく思って
おります。県内の学校におけるタブレット端末の授業等における
活用状況や家庭への持ち帰り状況について教えてください。また、
子どもたちのインターネットの利用状況やネットトラブルから子ど
もたちを守るために保護者としてどのようにサポートしていけばよ
いか、アドバイスをお願いします。

〈回答〉
　タブレット端末の家庭への持ち帰り等に関する質問について、
お答えします。
　授業におけるＩＣＴ機器の活用状況は年々増加しており、令和５
年度全国学力・学習状況調査の学校質問紙では、ほぼ全ての学校
において週１回以上活用されているという結果でした。全県の約
半数の学校では、ほぼ毎日使用されています。
　例えば、学習の見通しをもつ場面で、先生が電子黒板や子どもた
ちのタブレット端末に画像や動画を提示し、視覚的に分かりやすく
伝えたり、授業の中で、運動や演奏などの活動の様子を子どもたち
自身がタブレット端末で記録・再生して練習することで技術を向上
させたり、学習支援ソフトを活用して互いの意見や考えを共有し、
タブレット端末の画面に書き込みを加えながらグループで話し
合ったりするなど、各学校の実態に応じながらＩＣＴ機器が効果的
に活用され、子どもの学びを広げたり深めたりするのに役立てら
れています。
　ＩＣＴ機器の家庭への持ち帰りについて、実施している学校の割
合は年々増加しており、令和５年度全国学力・学習状況調査の学校
質問紙では、「毎日」「時々」を含め、持ち帰らせて利用させている合
計の割合が、小学校で45.1％（全国81.3％）、中学校で42.0％（全
国76.9％）という結果でした。なお、令和５年度全国学力・学習状
況調査の児童生徒質問紙で「学校の授業時間以外に、普段（月曜日
から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、ＰＣ・タブレットなどの
ＩＣＴ機器を、勉強のために使っているか（遊びなどの目的に使う時
間は除く）」という質問において、全く使っていない児童生徒よりも
１時間未満使用している児童生徒の方が、教科調査の正答率が高
いという、興味深い全国のデータが示されています。
　ＩＣＴ機器を家庭に持ち帰って活用することで、時間的・空間的
な制約を超えた学びや創造的な学びを広げることができます。一
方で、家庭でＩＣＴ機器を使う際には、使い方や使う時間などにつ
いて子どもと一緒に考える必要があります。家庭においても子ども
がＩＣＴ機器を適切に使うことができるようにするために、今後も
保護者の御理解と御協力をお願いします。

（回答者：県教育庁義務教育課
　　　　学力向上・教育情報化推進チーム　長門　亮）

　ネットトラブルに関する質問について、お答えします。
　県教育庁義務教育課で行っている「スマートフォン等、インター
ネット利用実態調査」の調査結果によりますと、自分専用のスマー
トフォン、携帯電話、通信機器付き端末の所持率は小４～中３で
89.3％となっており、特にスマートフォンの所持率は、中学校への
進学のタイミングで急激に増加しています。また、県教育庁生涯学
習課では、県内児童生徒のインターネット上の利用行動を把握し、
不適切な投稿を検知した際には、その投稿の削除を支援したり投
稿に対する相談を受けたりする「ネットパトロール」を実施してお
りますが、不適切な投稿については、令和５年12月末現在で537
件となっています。
　ネットトラブルや被害にあった際には、信頼できる身近な大人へ
の早めの相談が大切になります。子どもたちには、保護者は「最後
まで味方である」こと、先生は「家庭で相談できないことを話せる
存在である」ことを繰り返し伝えるとともに、日頃から子どもとコ
ミュニケーションをとり、使っているＳＮＳや相手など利用につい
て把握することが大切になります。
　また、子どもたちがネットトラブルの被害者や加害者にならない
ために大切なこととして、子どもたち自身が情報社会で適正な活
動を行うための基になる考え方と態度、いわゆる情報モラルを身
に付けることが必要になります。そこで、県教育庁生涯学習課では、
学校における情報モラル教育を支援するために、リーフレット「イ
ンターネットを安全に使うために知っておくべき四つのポイント」
を作成し、学校の教育活動やＰＴＡの研修等での基礎資料として
活用できるよう支援しています。
　インターネットやスマートフォンは、安全に正しく使うことができ
ればとても役立つ便利なものです。しかしながら、事件や犯罪に巻
き込まれるきっかけになったり、誹謗中傷やいじめの温床になって
しまったりするなど、残念な事実もあります。また、子どもたちが被
害を受けるだけではなく、加害者になってしまうケースも生じてい
ます。これからのデジタル社会を生きていく子どもたちを被害者・
加害者にしないためにも、インターネット、スマートフォンをはじめ
とするデジタル機器、ＳＮＳなどのコミュニケーションツールを「賢
く活用する知識・知恵」「ルールを守って使える健全な心」「安全に
利用するための危機管理意識」を育むことが大切になります。
　県教育委員会としては、児童生徒のインターネットの健全な利
用について指導・啓発を継続してまいります。各学校や各家庭にお
いても、引き続き指導や見守りをよろしくお願いします。

（回答者：県教育庁生涯学習課
　　　　社会教育・読書推進チーム　阿部　光教）

【新しい高校入試制度について】
　県内公立高校の入試制度が、令和５年度入試から大きく変わり
ました。昨年３月に新しい高校入試制度を実施し、県教育委員会に
も様々な意見が寄せられていることと思います。そこで、新しい高
校入試制度を導入した目的や子どもたちにとってのメリットを教
えてください。さらに、今後の課題等があれば教えてください。

〈回答〉
　始めに、入試制度改正の経緯を含めて、新しい入試制度の目的及
びそのメリットについてお答えします。
　従来の入試制度においては、前期選抜では３教科（国語、数学、英
語）の学力検査、一般選抜では５教科（国語、社会、数学、理科、英
語）の学力検査を課し、どちらの選抜の学力検査においても、思考
力、判断力、表現力等を適切に測るように努めてきました。また、前
期選抜では、受検者を多面的に評価し、多様な個性をもつ生徒を高
等学校に受け入れることで、特色ある高等学校づくりや教育活動
の充実を図ってきました。しかし、その一方で前期選抜と一般選抜
で学力検査の教科数に違いがあることや検査問題が異なること、
前期選抜の出願者の中には２教科（社会、理科）の学習が疎かにな
る傾向が見られることなど、中学校、高等学校における学力の保障
の観点からの課題が挙げられていました。
　このような課題を踏まえて改正された、新しい入試制度におけ
る受検者のメリットとしては、次の３点が挙げられます。
　１点目は、全ての受検者に共通する学力検査を課すことで、中学
校の学びの成果をまとめ、高等学校の学びへの円滑な接続を図る
ことができ、中学校、高等学校の学習を通して、社会で求められる
資質・能力が適切に育成されることです。

　２点目は、調査書の「各教科の学習の記録」について、従来の入試
制度では中学３年次の評定を基に算出される調整評定値が用いら
れていましたが、中学３年間の評定を基に算出することで、義務教
育段階での学びの成果が適切に評価されることです。
　３点目は、「特色選抜」を設け、従来の前期選抜の趣旨を踏まえ
た上で、各高等学校における求める生徒像をこれまで以上に具体
的に示すことにより、高校生活の中で自己の能力を伸長しようと
する生徒が幅広く志願できることです。
　また、従来の入試制度では、通学区制を廃止し全県一区とするこ
とで、受検者の進路選択の拡大を図るとともに、前期選抜、一般選
抜及び２次募集からなる複数の受検機会を設け、様々な観点や規
準から受検者の資質・能力を評価することにより、受検者の主体的
な進路選択を促してきました。
　一方で、最大で３回の選抜を実施することが入試業務の長期化
を招き、中学校、高等学校の双方において在校生への指導が不十
分になりがちであることなど、教育活動への影響が指摘されてい
ました。また、前期選抜後の中学校での指導については、前期選抜
の合格者の学習意欲の維持が難しいことや、前期選抜の合格者と
不合格者、一般選抜受検者が同じ教室で学習することによる指導
の難しさなども課題として挙げられていました。これらの課題の解
決に向けて、これまでの入学者選抜での成果を踏まえつつ、従来の
前期選抜の趣旨を継承する特色選抜と一般選抜を３月上旬の同
一日に新たに「１次募集」として実施することとしました。
　今後の課題としては、新しい入試制度の導入２年目であること
から、関係各所からの御意見等を聞きながら、適切かつ最善な入
学者選抜であるか、引き続き検討していきたいと考えています。

（回答者：県教育庁高校教育課　指導チーム　伊藤　淳）

【部活動の地域移行について】
　昨年度の教育懇談会において、部活動の地域移行について質問
したところ、令和５年度から令和７年度までを「改革推進期間」とし
て地域移行を目指すという回答がありました。そこで、令和５年度
の地域移行に向けた取組状況について教えてください。また、今後
の地域移行の見通しについても教えてください。

〈回答〉
　運動部活動の地域移行について、お答えします。
　国が示した地域移行改革推進期間の初年度となる今年度は、昨
年度の実践研究を実施した羽後町、大館市に能代市が加わり県内
のモデル地域として実証事業が進められています。県では、秋田県
中学校部活動地域移行推進事業連絡会・連絡協議会を開催し、有
識者や関係機関等と連携して、新たなスポーツ環境の整備に向け
た方策等を協議・検討しました。
　８月には令和７年度までに県内全ての市町村で少なくとも一つ
の部活動を地域に移行するなどの目標を盛り込んだ推進計画を
策定しました。また、県総括コーディネーターを委嘱し、地域の体
制整備に向けた個別相談や助言にあたっています。
　10月には市町村との情報交換会を開催し、実証事業モデル地域
の取組や県総括コーディネーターの先進地域視察報告等について、
情報提供・共有しました。
　２月には成果報告会を開催し、実証事業に取り組んだ地域から
成果と課題を発表してもらい、実証で得られた知見を県内の他市
町村と共有し連携を図りながら支援していく予定です。
　また、今年度末までには、運動部活動指導者登録システムの構
築と学校部活動及び地域クラブ活動の指導や運営に関するガイド
ラインの策定を行うこととしています。
　令和６年度は、国の実証事業を活用して、県内における拠点モデ
ル地域を拡充し、広域的な連携による取組も含めた実証事業の展
開を図っていきます。
　今後、少子高齢化が急速に進展する本県では、競技や分野によっ
ては指導者だけでなく、参加生徒も確保できない状況が懸念され
るため、市町村を越えた一定圏域での連携による環境整備が必要
となります。地域の実情から様々な課題が想定されますが、モデル
地域の実証から得られた知見を広め、県と市町村及び関係団体が
連携・協働を深めながら、できるところから取組を進め徐々に拡大
していきたいと考えています。
　子どもたちのみならず、地域の誰もが身近でスポーツ・文化芸術
活動に継続して親しむことができる環境づくりが重要になります。

単に学校部活動の地域移行自体を目的化するのではなく、部活動
の意義を継承しつつ、子どもたちを含めた地域住民全体を見据え
た新たなスポーツ・文化芸術環境を構築していく必要があるため、
地域の皆様の御理解と御協力をお願いいたします。

（回答者：県教育庁保健体育課
　　　　学校体育・部活動チーム　斎藤　淳一）

　文化部活動の地域移行についての方向性は運動部活動と変わり
ません。
　令和５年度は、大館市と大仙市が「文化部活動地域移行等推進
事業」に取り組み、その成果の普及を他の市町村にも図ってきまし
た。また、知事部局及び教育庁内の関係課、秋田県芸術文化協会、
秋田県吹奏楽連盟、秋田県合唱連盟の関係者による「文化部活動
地域移行に係る連絡協議会」を２回開催し、国の動向や本県での
先進的な事例、各協会・連盟の状況等について情報交換及び協議
を行いました。
　県の推進計画が策定されたことを受け、次年度は市町村におけ
る部活動の地域移行に向けた動きは、更に加速していくものと捉
えています。県教育委員会としても、引き続き、各市町村が実情に
応じた取組を円滑に進めていくことができるよう支援していきた
いと考えています。

日本新聞社
社長賞を受賞して
日本新聞社

社長賞を受賞して
（旧）秋田市立豊岩中学校PTA会長

齋藤　和治

　活発な意見交換、ありがとうございました。懇談の様子を拝見し、本県
の子どもたちの健やかな成長は、学校と家庭、地域、そして行政等が共に
手を携え、「オール秋田」により支えられているということを改めて感じる
ことができました。
　本日の懇談内容である「不登校・いじめ対応」「タブレット端末の家庭へ
の持ち帰りとネットトラブル」「新しい高校入試制度」「部活動の地域移行」
については、今、すぐに取り組むべきこともありますが、その多くは中・長
期的な見通しをもって解決していくことが求められる教育課題ではない
かと思います。また、こうした今日的な教育課題を解決していくためには、
私たち大人が対話を通して解決策を模索し、子どもたちの笑顔につなげ
ていくことが重要であると考えております。そのためにも、本日の教育懇
談会のような対面で話し合う機会をより一層大切にしていきたいと思い
を強くしたところです。
　結びに、小・中学校では、これからは学習等のまとめの時期、そして進級、
卒業シーズンを迎えます。子どもたち一人一人が新たなステージで才能を
発揮し、日々輝くことができるよう、今後とも皆様のお力添えのほど、よろ
しくお願い申し上げます。

令和５年度表彰一覧令和５年度表彰一覧
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【特別表彰】　●福嶋　正希　　かづのPTA連合会
　　　　　　　●畠山　　学　　大館・北秋田PTA連合会
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公益社団法人日本PTA全国協議会会長表彰
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　　　　　　　●由利本荘市立鶴舞小学校PTA 渡辺　　仁
　　　　　　　●由利本荘市立新山小学校PTA 内藤　裕子
【団体特別賞】●由利本荘市立由利小学校
　　　　　　　●大仙市立西仙北中学校
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「楽しい子育て全国キャンペーン」秋田県三行詩コンクール入賞者
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優良PTA文部科学大臣表彰
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　　　　　　　　　　　　※役職は令和５年3月31日現在のものです。

PTA活動振興功労者表彰

● 日本教育新聞社社長賞　秋田市立豊岩中学校PTA「ちまちだ通信」
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●秋田市立雄和小学校PTA
● 仙北市立生保内中学校PTA

　
● 男鹿市立船越小学校PTA
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令和５年度
「楽しい子育て全国キャンペーン」

～家族で話そう！我が家のルール・　　
　　　家族のきずな・命の大切さ～

三行詩コンクール

総  括

（回答者：県教育庁義務教育課　指導チーム　髙橋　浩）（回答者：県教育庁義務教育課　指導チーム　髙橋　浩）

県教育庁生涯学習課　課長　中田　善英



●今年度の研修・活動報告
　今年度の「かづののPTAを考える会」
では、曹洞宗月宗寺の住職、袴田俊英氏
から『「社会」と「世間」－青少年の生き
心地の良さを考える－』という演題で
講演していただきました。参加者から
は「心理を突いた講話だった。」「自分た
ちにできることを多くの立場で考える
ことができた。感動した。」「今後、子ど
もに対する接し方を考えていきたい。」

等の感想が多く聞かれました。
　また、母親委員会の活動では、保護者
の方の要望から「ピラティス」を実施し
ました。子どもと一緒に参加する方も
多く、バランス力の改善と強化のエク
ササイズを行うことで、心身ともにリ
ラックスできました。このような主体
的な活動をこれからも広めていきたい
と思います。

●４年ぶりの開催！
　9月23日（土）、大館市立成章小学校
体育館を会場に、4年ぶりに「大館・北秋
田ＰＴＡ連合会表彰式及び研修会」を
開催しました。北教育事務所長様をは
じめとするご来賓の皆様、各校会員合
わせて、100名を超える方々の参加を
いただきました。
　はじめに行われた全体会では、これ
まで地区Ｐや単Ｐの活動にご尽力され

た47名の会員に表彰状が贈られまし
た。また、団体表彰として北秋田市立前
田小学校PTAにも表彰状が贈られまし
た。表彰者のご功労を参加者全員で讃
えました。
　講演会では、十二所天鳴太鼓の方々
にインタビューする形で「故郷のリズ
ムを守り伝えるために」苦労している
ことや、喜びを感じることなどお話い
ただきました。お話の合間に、披露して
いただいた生演奏では、20名を超える

太鼓の響きと迫力に、会場からも手拍
子が自然発生しました。文字通り心に
響く研修会となりました。

大館・北秋田大館・北秋田

●講演会 ３年ぶりの開催
　新型コロナウイルス感染症が5類と
なり、11月18日（土）に参集型で3年ぶ
りとなる能代市山本郡ＰＴＡ講演会を
開催することができました。当日は
111名が参加し、「子どもの見方を変え
て、味方になろう～笑顔で温かい言葉を
かけよう～」の演題の下、能代市教育委
員会  特別支援教育統括コーディネー
ターである加賀谷 勝氏の講演を拝聴し

ました。
　分かる言葉で簡潔に具体的に、肯定的
な表現で、共感してから短い言葉で、な
ど具体的に子どもに伝わる言葉掛けを
教えていただきました。また、Ｃ（穏やか
に Calm）Ｃ（近付いて Close）Ｑ（静か
に Quiet）をキーワードに、子どもと同
じ目線の高さで静かに話しかけるコツ
を教えていただき、「帰ったら早速やっ
てみたい」という参加者の声が聞かれま
した。途中でのグループトークでは参加

者が笑顔で互いの話を聞く姿が見られ、
参集型のよさが見られた講演会となり
ました。

能代市山本郡能代市山本郡

●講演会＆マジックショー「考え方次第で世界は変わる」
　12月9日（土）大潟中学校を会場に
4年ぶりに潟南PTA連合会の研修会を
開催することができました。今年度は、
講師にプロマジシャンのブラボー中谷
氏を迎え、「考え方次第で世界は変わ
る」という演題で講演していただきま
した。自身の経験談をお話していただ
きながら、秋田弁による絶妙なトーク
と素晴らしいマジックショーで会場を

大いに盛り上げていただきました。中
谷さんは空手の試合で大けがをして入
院している際、一緒に入院していた子
どもたちを喜ばせようとマジックを始
めたそうです。「つらいこともちょっと
角度を変えて考えてみると、楽しいこ
とにつながっていく。どんなときも逆
境に絶望しないで、人を喜ばせようと
すれば、自分の人生を楽しむことがで
きる。」と中谷さんはおっしゃっていま
した。波瀾万丈の人生の中、数々の逆境

に負けないブラボー中谷さんから、前
向きに生きていくことの大切さを学ぶ
ことができました。

潟上市・南秋田市郡潟上市・南秋田市郡

（８）PTAあきた PTAあきた（９）

●鈍った身体を今こそうごかせ！
　新型コロナウイルス感染症が5類に
移行し、感染状況も落ち着いてきた中
で、本地区では4年ぶりとなる男鹿市
PTA連合会研修会を開催しました。
　今年度は「コロナで鈍った身体を今
こそうごかせ！」のテーマのもと、若美
総合体育館を会場に「ヤートセ体験会」
を行いました。当日は秋田大学よさこ
いサークルよさとせ歌舞輝、金西どじょ
ふなＫＩＤＳ、よさこい響鬼の３チーム

に来ていただきました。始めに３チーム
による模範演技を鑑賞し、その後体験
会として「いやさかＡＫＩＴＡ」を各チー
ムのメンバーから指導していただきま
した。最後には総踊りを行い参加者全
員で一体感を味わうことができました。
　来年度は県ＰＴＡ研究大会男鹿大会
が開催されます。男鹿市PTA連合会会
員一同で力を合わせて準備を進めて参
ります。たくさんのＰＴＡ会員の皆様の
参加をお待ちしております。

男鹿市男鹿市

●子育て応援プロジェクト
　今年度は定期総会に始まり、親子学
習会「図書館の裏側探検」、一円玉福祉
募金、教育懇談会と例年通りの事業の
他、「子育て応援プロジェクト」として、
講演会を2回行いました。
　第1弾は、石澤かずこ氏による「育て
にくい子の理解と対応　脳科学から見
た“発達障害”の理解と脳を伸ばす親子
のコミュニケーション」。脳科学から発
達障害を解説。「育てにくい子」の状態

を卒業するコミュニケーションスキル
についてお話していただきます。（10
月開催予定が2月に延期）
　第2弾は、藤嶋浩子氏に
よる、「未来をたくましく
生き抜く子どもを育てる
ために大切なこと」（11
月開催）。子育てのヒント
がたくさん詰まったお話
で、参加した会員の皆様
からも、参加してよかっ
たという感想をたくさん

いただきました。
　子どものすこやかな成長を願い、そ
の保護者への子育て支援を今後も継続
していきたいと考えています。

秋田市秋田市

●由利本荘市PTA教育懇談会から
　11月17日（金）に、由利本荘市教育
委員会より、秋山教育長をはじめ、教育
総務課長、学校教育課長、生涯学習課長
をご来賓として迎え、教育懇談会を開
催しました。秋山教育長より、「学校教
育の現状とこれからの学びの姿」と題
し、市における不登校の現状や支援策、
部活動地域移行に向けた市の取組、学
校教育で培ったことを基盤に生涯をと
おして豊かに生きることの意義などに

ついて鋭く、そして熱く語っていただ
きました。所々で協議の時間をはさむ
ことで、各地域の実践等について共有
することもでき、貴重な時間となりま
した。
　研究集会は、動画視聴型講座で実施
しました。スマートフォンやＳＮＳに
ついて、活用の注意点やトラブルに巻
き込まれないためのポイントなどにつ
いて学ぶことができました。
　事業をとおし、子どもたちの健やか
な成長のために、「大人も学ぶ」ことが

大切だと改めて感じました。今後も、工
夫しながら取組を進めていきたいと思
います。

由利本荘市由利本荘市

●私の夢の見つけ方
　11月14日（土）に金浦中学校を会場
に、にかほ市PTA連合会講演会が行わ
れました。金浦中学校の生徒と職員、に
かほ市内小中学校の保護者を対象に、
（株）せんの芸者である「和丸（佳乃藤）」
さんからご講演をしていただきました。
和丸さんは金浦小・中学校、由利高等
学校を卒業され、（株）せんに入社されま
した。そして舞妓を経て10月に芸者に
なると同時に改名しました。

　「私の夢の見つけ方」を演題として
様々な思いや気持ちから選んだ今の仕
事のことや伝統文化を守っている責任
感を語ってくださいました。後輩たちに
は、「どんな小さなことでも一番になれ
ることを目指して挑戦してほしい」と温
かいメッセージを届けてくれました。ま
た、一緒につれ立った芸者さんや舞妓さ
んとともに、踊りや唄、演奏を披露され、
聴衆の目を引きつけていました。
　少子化と言われて久しいですが、地域
同士の連携のみならず、地域の人材を存

分に生かしながら、郷土を愛せる子ども
を育てていける活動をしていきたいと
考えます。

にかほ市にかほ市

かづのかづの
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りとなる能代市山本郡ＰＴＡ講演会を
開催することができました。当日は
111名が参加し、「子どもの見方を変え
て、味方になろう～笑顔で温かい言葉を
かけよう～」の演題の下、能代市教育委
員会  特別支援教育統括コーディネー
ターである加賀谷 勝氏の講演を拝聴し

ました。
　分かる言葉で簡潔に具体的に、肯定的
な表現で、共感してから短い言葉で、な
ど具体的に子どもに伝わる言葉掛けを
教えていただきました。また、Ｃ（穏やか
に Calm）Ｃ（近付いて Close）Ｑ（静か
に Quiet）をキーワードに、子どもと同
じ目線の高さで静かに話しかけるコツ
を教えていただき、「帰ったら早速やっ
てみたい」という参加者の声が聞かれま
した。途中でのグループトークでは参加

者が笑顔で互いの話を聞く姿が見られ、
参集型のよさが見られた講演会となり
ました。

能代市山本郡能代市山本郡

●講演会＆マジックショー「考え方次第で世界は変わる」
　12月9日（土）大潟中学校を会場に
4年ぶりに潟南PTA連合会の研修会を
開催することができました。今年度は、
講師にプロマジシャンのブラボー中谷
氏を迎え、「考え方次第で世界は変わ
る」という演題で講演していただきま
した。自身の経験談をお話していただ
きながら、秋田弁による絶妙なトーク
と素晴らしいマジックショーで会場を

大いに盛り上げていただきました。中
谷さんは空手の試合で大けがをして入
院している際、一緒に入院していた子
どもたちを喜ばせようとマジックを始
めたそうです。「つらいこともちょっと
角度を変えて考えてみると、楽しいこ
とにつながっていく。どんなときも逆
境に絶望しないで、人を喜ばせようと
すれば、自分の人生を楽しむことがで
きる。」と中谷さんはおっしゃっていま
した。波瀾万丈の人生の中、数々の逆境

に負けないブラボー中谷さんから、前
向きに生きていくことの大切さを学ぶ
ことができました。

潟上市・南秋田市郡潟上市・南秋田市郡

（８）PTAあきた PTAあきた（９）

●鈍った身体を今こそうごかせ！
　新型コロナウイルス感染症が5類に
移行し、感染状況も落ち着いてきた中
で、本地区では4年ぶりとなる男鹿市
PTA連合会研修会を開催しました。
　今年度は「コロナで鈍った身体を今
こそうごかせ！」のテーマのもと、若美
総合体育館を会場に「ヤートセ体験会」
を行いました。当日は秋田大学よさこ
いサークルよさとせ歌舞輝、金西どじょ
ふなＫＩＤＳ、よさこい響鬼の３チーム

に来ていただきました。始めに３チーム
による模範演技を鑑賞し、その後体験
会として「いやさかＡＫＩＴＡ」を各チー
ムのメンバーから指導していただきま
した。最後には総踊りを行い参加者全
員で一体感を味わうことができました。
　来年度は県ＰＴＡ研究大会男鹿大会
が開催されます。男鹿市PTA連合会会
員一同で力を合わせて準備を進めて参
ります。たくさんのＰＴＡ会員の皆様の
参加をお待ちしております。

男鹿市男鹿市

●子育て応援プロジェクト
　今年度は定期総会に始まり、親子学
習会「図書館の裏側探検」、一円玉福祉
募金、教育懇談会と例年通りの事業の
他、「子育て応援プロジェクト」として、
講演会を2回行いました。
　第1弾は、石澤かずこ氏による「育て
にくい子の理解と対応　脳科学から見
た“発達障害”の理解と脳を伸ばす親子
のコミュニケーション」。脳科学から発
達障害を解説。「育てにくい子」の状態

を卒業するコミュニケーションスキル
についてお話していただきます。（10
月開催予定が2月に延期）
　第2弾は、藤嶋浩子氏に
よる、「未来をたくましく
生き抜く子どもを育てる
ために大切なこと」（11
月開催）。子育てのヒント
がたくさん詰まったお話
で、参加した会員の皆様
からも、参加してよかっ
たという感想をたくさん

いただきました。
　子どものすこやかな成長を願い、そ
の保護者への子育て支援を今後も継続
していきたいと考えています。

秋田市秋田市

●由利本荘市PTA教育懇談会から
　11月17日（金）に、由利本荘市教育
委員会より、秋山教育長をはじめ、教育
総務課長、学校教育課長、生涯学習課長
をご来賓として迎え、教育懇談会を開
催しました。秋山教育長より、「学校教
育の現状とこれからの学びの姿」と題
し、市における不登校の現状や支援策、
部活動地域移行に向けた市の取組、学
校教育で培ったことを基盤に生涯をと
おして豊かに生きることの意義などに

ついて鋭く、そして熱く語っていただ
きました。所々で協議の時間をはさむ
ことで、各地域の実践等について共有
することもでき、貴重な時間となりま
した。
　研究集会は、動画視聴型講座で実施
しました。スマートフォンやＳＮＳに
ついて、活用の注意点やトラブルに巻
き込まれないためのポイントなどにつ
いて学ぶことができました。
　事業をとおし、子どもたちの健やか
な成長のために、「大人も学ぶ」ことが

大切だと改めて感じました。今後も、工
夫しながら取組を進めていきたいと思
います。

由利本荘市由利本荘市

●私の夢の見つけ方
　11月14日（土）に金浦中学校を会場
に、にかほ市PTA連合会講演会が行わ
れました。金浦中学校の生徒と職員、に
かほ市内小中学校の保護者を対象に、
（株）せんの芸者である「和丸（佳乃藤）」
さんからご講演をしていただきました。
和丸さんは金浦小・中学校、由利高等
学校を卒業され、（株）せんに入社されま
した。そして舞妓を経て10月に芸者に
なると同時に改名しました。

　「私の夢の見つけ方」を演題として
様々な思いや気持ちから選んだ今の仕
事のことや伝統文化を守っている責任
感を語ってくださいました。後輩たちに
は、「どんな小さなことでも一番になれ
ることを目指して挑戦してほしい」と温
かいメッセージを届けてくれました。ま
た、一緒につれ立った芸者さんや舞妓さ
んとともに、踊りや唄、演奏を披露され、
聴衆の目を引きつけていました。
　少子化と言われて久しいですが、地域
同士の連携のみならず、地域の人材を存

分に生かしながら、郷土を愛せる子ども
を育てていける活動をしていきたいと
考えます。

にかほ市にかほ市

かづのかづの
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●人と人とのつながりから子どもたちの未来を拓くPTA活動
　新型コロナウイルスが5類
となり、感染の状況に配慮し
ながらも４年ぶりに懇親会を
復活しました。年度初めの懇
親会では「人口減少、少子高齢
化などにともない課題は様々
ありますが、地域の大人が一
致団結し、子どもたちの健や
かな成長のために力を尽くし
ていきましょう」という教育
長の一言や長年PTA活動に尽
力されてきた方々のお話に
に励まされ、みんなで
頑張ろうという思い
を高めることができ
ました。市内小中学校、
園の代表者が一堂に
会しての研修会は昨
年度復活し、今年度は
2月9日に33回目の
研修会を開催する予
定です。講演等を通し

て「コミュニティ・スクール
と地域学校協働活動」「部活
動地域移行」について理解を
深め、それぞれの立場で、ま
PTA組織として、どのように
関わっていけばよいのかを
考える機会になればと思っ
ています。今後も、地域の大
人が「つながり」を強め、子ど
もたちが未来を拓く支えと
なる活動を続けていきたい
と考えています。

大仙市大仙市
●親子の関わり…　～研修会より～
　1月14日、西木温泉ふれあ
いプラザクリオンにて、仙北
市PTA連合会研修会を実施し
ました。「子どもの心と発達に
おける親子の関わり～自己肯
定感を高めるために～」とい
う講演題で、秋田こどもの心
と発達クリニック院長小泉ひ
ろみ先生をお招きし、ご講演
いただきました。小泉先生は、
児童精神医療がご専門で、た
くさんの事例をおもちです。
「３人の娘に同じよう
に接しているつもりだ
が、当人たちはそう
思っていない。どうす
ればよいか。」という保
護者の質問に、「親子の
関わりについて兄弟間
で不公平感をもつこと
は当たり前。それぞれ
個別にえこひいきをす

ればよい。」と明確に答えて
くださる様子から、もっとお
話を聞きたいと感じた参加
者も多かったようです。研修
会の開催に当たり、西明寺診
療所市川晋一様の多大なる
ご協力をいただき、会員等
98名の参加がありました。
地域の連携を感じた会でも
ありました。関わってくだ
さった皆様に感謝申し上げ
ます。

仙北市仙北市

●横手市ＰＴＡ連合会研究集会 ●さらに子どもを応援するきっかけに
　昨年度に続き、今年度も市
PTA連合会研究集会を11月
18日（土）午後、浅舞地区交流
センターを会場に参集型で開
催できました。当日は横手市
内の小中学校から約120名の
会員の参加がありました。
　講師には、主に秋田県内で
活動しながら全国・海外にま
で足を運び、楽しいトークと
マジックを披露し
てくれるブラボー
中谷氏をお招きし、
「不思議と笑いとお
どろきと！」と題し
ご講演いただきま
した。観客を巻き込
んでの不思議で楽
しいマジックと独
特なトークで会場
の雰囲気を和ませ
ながら、中谷さんの

生き方・考え方のお話があり
ました。大変な苦しい経験を
乗り越えながら、目標に向
かって前向きな姿勢で生き
る中谷さんの姿に沢山の
方々が感銘を受けたようで
した。最後に会場にいる全員
と記念写真も撮り、改めて参
集型で行うよさを感じた研
修会となりました。

横手市横手市

　今年度も、本連合会が主催
の活動は計画されませんでし
たが、広島県の全国大会や宮
城県の東北大会、能代市で行
われた県大会に本会からも参
加しました。コロナ禍から少
しずつもとの生活に戻ってい
る中、本会の活動も来年度か
らはコロナ禍前の活動を参考
にしながらも必要なものとそ
うでないものを見極めながら
計画していきたいと思います。
　さてそんな中、雄
勝地域振興局と南
教育事務所雄勝出
張所の主催で「ゆざ
わおがち子どもの
未来応援セミナー」
が開催され、本会も
協力という形でた
くさんの会員が参
加しました。講師の

山田千紘氏による講演と、地
区の有識者やPTA会員によ
るパネルディスカッションの
2部構成で行われ、とても有
意義な時間となりました。
　ここで見聞きしたことが
参会した会員から各校PTA
に広がり、価値観が多様化し
変化の激しい時代を生きる
子どもたちをより良く応援
するきっかけになればと
願っています。 

湯沢雄勝湯沢雄勝

●親力アップ講演会
　美郷町では、美郷町教育委員会主催、
美郷町PTA連合会・単位PTA共催によ
る「親力アップ講演会」を毎年実施して
います。今年度は、六郷小学校と千畑小
学校で開催しました。講師は、大森山動
物園の小松守園長さんで、「動物の子育
てに学ぶ」という演題で講演していた
だきました。多くの動物たちと関わっ
てこられた小松園長さんのお話には説
得力があり、たいへん興味深いもので

した。ヒトも動物の一種であり、命をつ
なぎ一人前にする子育ては他の動物と
変わらないこと、愛着と信頼が子育て
の基幹となっていること、そして、ふれ
合いながらの心の交流がコミュニケー
ション能力を育むこと、など動物たち
の写真を交えながら分かりやすく説明
していただきました。小松園長さんの
素晴らしいお話と熱心に聞き入るたく
さんの保護者の方々により、「親力アッ
プ」を達成することができました。今後
も、子どもたちの健やかな成長を願い、

町とPTAが一体となって「親力アップ」
を目指していきます。

美郷町美郷町

 

『児童・生徒・ＰＴＡ総合補償制度』について

補　償　項　目
保　険　金　額

①学校管理下外（児童・生徒）

100万円

4万円～100万円

1,200円

入院中 12,000円／入院中以外 6,000円

800円

150万円

6万円～150万円

1,800円

入院中 18,000円／入院中以外 9,000円

1,000円

②PTA活動中（児童・生徒、PTA会員）ケ  

ガ  

の  

補  

償

補　償　項　目 保険金額（お支払い限度額）

１名：3,000万円／1事故：3億円

１事故：200万円

対人

対物
賠 

償 

事 

故 

の 

補 

償

※注１

死亡保険金

後遺障害保険金（障害の程度により） 

入院保険金日額（180日限度）

手術保険金

通院保険金日額（90日限度） 

PTA活動の遂行に伴う賠償責任
（自己負担額  5,000円）

弁護士相談・紹介サービス

対物保管物の損壊等による賠償責任
（自己負担額  5,000円）

１事故：10万円
保険期間中：500万円

対人・対物提供飲食物危険補償
（自己負担額  5,000円）

1名・1事故/PTA活動の遂行に伴う損害賠償責任の対人・対物補償と同額
注）保険期間中の限度額については、対人・対物それぞれの1事故あたりの
　  限度額が適用されます。

対人・対物
共通

児童・生徒の賠償責任
（自己負担額  0円） 1事故：１億円

法律相談・クレーム対応費用
（自己負担額  0円）

1事故：100万円
保険期間中：１億円

付帯サービス

2023年4月1日からの補償項目・補償内容について

※注1）入院保険金、手術保険金、通院保険金は、事故の日からその日を含めて7日目以降においてなお、入院または通院した場合に限り、入院または
　　　通院を開始した日から保険金をお支払いします。

保護者

学校

保険
会社

❶

❸

❷

❹

事故
発生

D-006555（2024-04）

補  償  項  目
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●人と人とのつながりから子どもたちの未来を拓くPTA活動
　新型コロナウイルスが5類
となり、感染の状況に配慮し
ながらも４年ぶりに懇親会を
復活しました。年度初めの懇
親会では「人口減少、少子高齢
化などにともない課題は様々
ありますが、地域の大人が一
致団結し、子どもたちの健や
かな成長のために力を尽くし
ていきましょう」という教育
長の一言や長年PTA活動に尽
力されてきた方々のお話に
に励まされ、みんなで
頑張ろうという思い
を高めることができ
ました。市内小中学校、
園の代表者が一堂に
会しての研修会は昨
年度復活し、今年度は
2月9日に33回目の
研修会を開催する予
定です。講演等を通し

て「コミュニティ・スクール
と地域学校協働活動」「部活
動地域移行」について理解を
深め、それぞれの立場で、ま
PTA組織として、どのように
関わっていけばよいのかを
考える機会になればと思っ
ています。今後も、地域の大
人が「つながり」を強め、子ど
もたちが未来を拓く支えと
なる活動を続けていきたい
と考えています。

大仙市大仙市
●親子の関わり…　～研修会より～
　1月14日、西木温泉ふれあ
いプラザクリオンにて、仙北
市PTA連合会研修会を実施し
ました。「子どもの心と発達に
おける親子の関わり～自己肯
定感を高めるために～」とい
う講演題で、秋田こどもの心
と発達クリニック院長小泉ひ
ろみ先生をお招きし、ご講演
いただきました。小泉先生は、
児童精神医療がご専門で、た
くさんの事例をおもちです。
「３人の娘に同じよう
に接しているつもりだ
が、当人たちはそう
思っていない。どうす
ればよいか。」という保
護者の質問に、「親子の
関わりについて兄弟間
で不公平感をもつこと
は当たり前。それぞれ
個別にえこひいきをす

ればよい。」と明確に答えて
くださる様子から、もっとお
話を聞きたいと感じた参加
者も多かったようです。研修
会の開催に当たり、西明寺診
療所市川晋一様の多大なる
ご協力をいただき、会員等
98名の参加がありました。
地域の連携を感じた会でも
ありました。関わってくだ
さった皆様に感謝申し上げ
ます。

仙北市仙北市

●横手市ＰＴＡ連合会研究集会 ●さらに子どもを応援するきっかけに
　昨年度に続き、今年度も市
PTA連合会研究集会を11月
18日（土）午後、浅舞地区交流
センターを会場に参集型で開
催できました。当日は横手市
内の小中学校から約120名の
会員の参加がありました。
　講師には、主に秋田県内で
活動しながら全国・海外にま
で足を運び、楽しいトークと
マジックを披露し
てくれるブラボー
中谷氏をお招きし、
「不思議と笑いとお
どろきと！」と題し
ご講演いただきま
した。観客を巻き込
んでの不思議で楽
しいマジックと独
特なトークで会場
の雰囲気を和ませ
ながら、中谷さんの

生き方・考え方のお話があり
ました。大変な苦しい経験を
乗り越えながら、目標に向
かって前向きな姿勢で生き
る中谷さんの姿に沢山の
方々が感銘を受けたようで
した。最後に会場にいる全員
と記念写真も撮り、改めて参
集型で行うよさを感じた研
修会となりました。

横手市横手市

　今年度も、本連合会が主催
の活動は計画されませんでし
たが、広島県の全国大会や宮
城県の東北大会、能代市で行
われた県大会に本会からも参
加しました。コロナ禍から少
しずつもとの生活に戻ってい
る中、本会の活動も来年度か
らはコロナ禍前の活動を参考
にしながらも必要なものとそ
うでないものを見極めながら
計画していきたいと思います。
　さてそんな中、雄
勝地域振興局と南
教育事務所雄勝出
張所の主催で「ゆざ
わおがち子どもの
未来応援セミナー」
が開催され、本会も
協力という形でた
くさんの会員が参
加しました。講師の

山田千紘氏による講演と、地
区の有識者やPTA会員によ
るパネルディスカッションの
2部構成で行われ、とても有
意義な時間となりました。
　ここで見聞きしたことが
参会した会員から各校PTA
に広がり、価値観が多様化し
変化の激しい時代を生きる
子どもたちをより良く応援
するきっかけになればと
願っています。 

湯沢雄勝湯沢雄勝

●親力アップ講演会
　美郷町では、美郷町教育委員会主催、
美郷町PTA連合会・単位PTA共催によ
る「親力アップ講演会」を毎年実施して
います。今年度は、六郷小学校と千畑小
学校で開催しました。講師は、大森山動
物園の小松守園長さんで、「動物の子育
てに学ぶ」という演題で講演していた
だきました。多くの動物たちと関わっ
てこられた小松園長さんのお話には説
得力があり、たいへん興味深いもので

した。ヒトも動物の一種であり、命をつ
なぎ一人前にする子育ては他の動物と
変わらないこと、愛着と信頼が子育て
の基幹となっていること、そして、ふれ
合いながらの心の交流がコミュニケー
ション能力を育むこと、など動物たち
の写真を交えながら分かりやすく説明
していただきました。小松園長さんの
素晴らしいお話と熱心に聞き入るたく
さんの保護者の方々により、「親力アッ
プ」を達成することができました。今後
も、子どもたちの健やかな成長を願い、

町とPTAが一体となって「親力アップ」
を目指していきます。

美郷町美郷町

 

『児童・生徒・ＰＴＡ総合補償制度』について

補　償　項　目
保　険　金　額

①学校管理下外（児童・生徒）

100万円

4万円～100万円

1,200円

入院中 12,000円／入院中以外 6,000円

800円

150万円

6万円～150万円

1,800円

入院中 18,000円／入院中以外 9,000円

1,000円

②PTA活動中（児童・生徒、PTA会員）ケ  

ガ  

の  

補  
償

補　償　項　目 保険金額（お支払い限度額）

１名：3,000万円／1事故：3億円

１事故：200万円

対人

対物
賠 

償 

事 

故 

の 

補 

償

※注１

死亡保険金

後遺障害保険金（障害の程度により） 

入院保険金日額（180日限度）

手術保険金

通院保険金日額（90日限度） 

PTA活動の遂行に伴う賠償責任
（自己負担額  5,000円）

弁護士相談・紹介サービス

対物保管物の損壊等による賠償責任
（自己負担額  5,000円）

１事故：10万円
保険期間中：500万円

対人・対物提供飲食物危険補償
（自己負担額  5,000円）

1名・1事故/PTA活動の遂行に伴う損害賠償責任の対人・対物補償と同額
注）保険期間中の限度額については、対人・対物それぞれの1事故あたりの
　  限度額が適用されます。

対人・対物
共通

児童・生徒の賠償責任
（自己負担額  0円） 1事故：１億円

法律相談・クレーム対応費用
（自己負担額  0円）

1事故：100万円
保険期間中：１億円

付帯サービス

2023年4月1日からの補償項目・補償内容について

※注1）入院保険金、手術保険金、通院保険金は、事故の日からその日を含めて7日目以降においてなお、入院または通院した場合に限り、入院または
　　　通院を開始した日から保険金をお支払いします。

保護者

学校

保険
会社

❶

❸

❷

❹

事故
発生

D-006555（2024-04）

補  償  項  目
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令和５年度
ふれあい
事業報告

令和５年度
ふれあい
事業報告

～未来を拓く子どもたちのために、今できること～

秋田市立
下北手中学校

①昭和22年５月１日
②８名　　③小林　豊

推薦
作詞
作曲

古　田　重二良
本　郷　　　隆
佐　藤　長太郎

一  西にひろがる　白き海
  　潮騒遠く　去りゆけば
  　咲きいずる花　春の風
  　緑が丘に　満ち満ちぬ
  　いざ吾等　みずみずし若人達よ
  　大空の希望を
  　すずやかのこの胸に湛えよ
二  緑の風は　野に山に
  　積乱雲は　高く舞い
  　代赭の肌え　誇る子等
  　緑が丘に　集い来る
  　いざ吾等　すくよかの若人達よ
  　新しき世界を
  　たくましき　この腕にかかげよ
三  太平山は　白雪に
  　地には　波うつ黄金色
  　水澄む　郷の下北手
  　緑が丘に　栄えあれ
  　いざ吾等　ほがらかの若人達よ
  　たわわなる稔りを
  　よろこびのこの背に歩めよ

北秋田市立
前田小学校

①明治８年３月13日
②28名　　③織山　英行

作詞：髙橋 政和　作曲：成田 為三

■第72回日本PTA全国研究大会 川崎大会
大会スローガン：

開催日：令和6年8月23日（金）～24日（土）
会　場：川崎市とどろきアリーナ

　令和６年度もPTA行事やPTA内の活動グループが主催する子ど
もを含めた事業に、予算内で上限５万円の助成を行います。応募要
項は、秋田県PTA連合会ホームページのお知らせをご覧下さい。

　PTAの保険は、学校管理課外のケガや登下校中のケガ、PTA
行事でのケガ、賠償事故の補償をしています。令和６年度の補償
内容・加入要項を3月に各学校へお送りいたします。新年度のご加
入をよろしくお願いいたします。

■第50回秋田県PTA研究大会 男鹿大会
開催日：令和6年10月5日（土）予定
会　場：未定

ウェルビーイングの実現を、川崎の地から
～活かそう｢縁｣の力～

■第56回日本PTA東北ブロック研究大会 東青大会
大会スローガン：

開催日：令和6年9月7日（土）～8日（日）
会　場：リンクステーションホール青森（青森市文化会館）ほか
※会場対面、オンラインのハイブリッド開催の予定です。

｢子どもを感動させろ、子どもを感動させるにはおまえ自身
 が感動しなきゃいかん。そのためには学びをとめるな｡｣
～すべては子どもたちの笑顔のために～

令和６年度 ＰＴＡ研究大会のお知らせＰＴＡ研究大会のお知らせ 令和６年度
「みんなで育てる 秋田ふれあい事業」の募集について「みんなで育てる 秋田ふれあい事業」の募集について

令和６年度
「みんなで育てる 秋田ふれあい事業」の募集について「みんなで育てる 秋田ふれあい事業」の募集について

ＰＴＡ安全互助事業

今年度をもってPTA活動の
区切り（閉校）となる学校があります。

１ 窓にそびゆる 前田富士
　 軒端流るる 阿仁川や
　 山うるわしく 水澄みて
　 わが学び舎の 気高さよ

３ あゝ 冬の日の ろのほだ火
　 あゝ 夏の日の 冷風や
　 昼夜ここに 集い来て
　 わが学び舎の 楽しさよ

５ 清き風をば 胸に吸い
　 強きからだを 鍛えつつ
　 神のまなごぞ 育つなる
　 わが学び舎の 厳しさよ

２ 春はかすみの 中をぬい
　 秋はさぎりの 道をふみ
　 朝な夕なに いでいりて
　 わが学び舎の 懐しさ

４ われらが学ぶ その心
　 われらが歌う そのひびき
　 みな山川に ならいきて
　 わが学び舎の 悦しさ

①創立年月日
②児童・生徒数
③PTA会長名
　校歌

御田交流事業

美郷町立
千畑小学校
美郷町立
千畑小学校

東小学校PTA
カヌー体験会

秋田市立
東小学校
秋田市立
東小学校

メモリアルページメモリアルページ

北秋田市立
義務教育学校
阿仁学園

北秋田市立
義務教育学校
阿仁学園

秋田の冬を楽しもう！
～樹氷鑑賞＆スキー体験～


